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平成 14年度通常総会

100周年事業の準備進む

「全員参加」をモットーに

総会であいさつする大塚会長 (中央)

平
成
１４
年
度
通
常
総
会
が
５
月
１８
日

１４
時
か
ら
、
東
京

ｏ
千
代
田
区
の
東
京

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
。
総
会

に
は
、
会
員
１
２
４
人
が
出
席
し
、
①

平
成
１３
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
収
支
決

算

・
財
産
目
録
の
承
認
②
平
成
１４
年
度

事
業
計
画
お
よ
び
収
支
予
算
の
承
認
③

細
則
の
一
部
改
正
④
平
成
１４
年
度
除
籍

予
定
者
の
件
、
に
つ
い
て
慎
重
審
議
し

た
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決

承
認
し
た
。
（事
業
報
告
な
ど
の
詳
細

内
容
は
別
掲
）

■
会
長
報
告

文
化
事
業
面
で
も
活
発
な
動
き

議
案
審
議
に
先
立
ち
、
大
塚
博
美
会

長
は
次
の
よ
う
に
報
告
し
た
。

一
、
か
ね
て
１
０
０
周
年
事
業
の
土

台
づ
く
り
を
や
っ
て
い
き
た
い
と
、
言

っ
て
き
た
。
機
関
誌

『山
』
に
紹
介
し

た
よ
う
に
三
つ
の
こ
と
を
指
針
と
し
た

い
。
第

一
は
１
０
０
年
の
伝
統
を
い
か

に
表
現
す
る
か
、
第
二
は
将
来
に
残
る

事
業
に
重
き
を
置
く
、
そ
し
て
第
二
は
　
Ｄ

会
員
の
全
員
参
加
を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
　
＜

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
組
織
を
つ
く

り
推
進
し
て
い
く
が
、
会
員
ひ
と
り
ひ

と
り
が
「自
分
の
会
の
１
０
０
年
だ
」

と
い
う
思
い
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

一
、
ま
あ
ま
あ
の
山
登
り
を
や
っ
て

い
る
と
思
う
。
海
外
登
山
基
金
の
助
成

対
象
と
な

っ
た
日
印
合
同
の
東
カ
ラ
コ

ル
ム
踏
査

ｏ
パ
ド
マ
ナ
ブ
登
山
、
ナ
ム

チ
ャ
バ
ル
ワ
に
つ
ら
な
る
サ
ン
ル
ン
登

山
、
チ
ベ
ッ
ト

・
ヤ
ル
ツ
ア
ン
ポ
河
源

流
域
登
山
は
、
い
ず
れ
も
７
０
０
０
”川

級
の
未
踏
峰
へ
の
挑
戦
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
こ
と
し
の
秋
に
は
日
中
合
同
で
女

性
だ
け
の
パ
ー
テ
イ
ー
が
チ
ョ
ー

。
オ

餃

〆
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ユ
ー
に
挑
戦
す
る
。

一
、
文
化
的
な
面
で
も
活
発
な
動
き

が
あ

っ
た
。
英
文
の
ア
ル
パ
イ
ン

ｏ
ニ

ュ
ー
ス
第
２
号
を
発
刊
、
欧
米
等
か
ら

た
い
へ
ん
高
い
評
価
を
受
け
た
。
こ
と

し
は

「国
際
山
岳
年
」
だ
が
、
こ
れ
に

も
日
本
山
岳
会
は
積
極
的
に
参
画
、
日

本
委
員
会
の
委
員
と
な

っ
た
。
す
で
に

い
く
つ
か
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
か
れ
て

お
り
、
夏
に
は
大
雪
山
で
北
海
道
支
部

が
、
富
士
山
で
は
山
梨
と
静
岡
支
部
が

参
画
す
る
。

■
事
業
報
告
・
収
支
決
算

会
費
納
入
率
は
９９
Ｅ
８
％

こ
の
日
の
総
会
に
は
２
７
２
０
の
委

任
状
が
提
出
さ
れ
た
。
現
在
在
籍
者
は

５
９
８
６
人
で
あ
り
、
出
席
者
を
合
わ

せ
る
と
、
会
員
の
３
分
の
１
を
上
回
っ

て
お
り
、
総
会
は
成
立
し
た
。
議
事
録

の
署
名
人
に
は
高
原
三
平
、
贄
田
統
亜

の
両
会
員
が
指
名
さ
れ
た
。

平
成
１３
年
度
の
事
業
報
告
は
西
村
政

晃
総
務
担
当
常
務
理
事
、
収
支
決
算
及

び
財
産
目
録
は
村
井
龍

一
副
会
長
財
務

担
当
が
詳
細
に
説
明
し
た
。

〔事
業
報
告
〕
事
業
活
動
は
活
発
だ

っ

た
。
４
月
５
～
Ｈ
日
に
は
日
韓
両
国
の

学
生
が
谷
川
岳
で
交
流
登
山
を
し
た
。

６
月
３
日
に
は
信
濃
支
部
主
管
で
第
５５

回
ウ

ェ
ス
ト
ン
祭
が
開
か
れ
、
３
０
０

人
を
超
え
る
参
加
者
を
得
た
。
全
国
支

部
懇
談
会
は
９
月
２９
～
３０
日
に
石
川
支

部
が
主
管
し
片
山
津
で
行

っ
た
。
１
７

７
人
が
参
加
。
こ
れ
を
機
に
加
賀
市
長

が
日
本
山
岳
会
会
員
に
な
る
な
ど
盛
会

だ
っ
た
。

１０
月
６
～
７
日
に
は
自
然
保

護
全
国
集
会
が
大
台
ケ
原
で
開
か
れ
た
。

年
次
晩
餐
会
は
１２
月
１
日
に
開
催
、
第

４
回
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
が
山
本
正
嘉

氏
に
授
与
さ
れ
た
。
会
員
名
簿
は
Ｂ
５

版
に
改
め
大
き
く
し
た
。
１
０
０
周
年

記
念
事
業
の
準
備
と
し
て
、
「百
年
史
」
、

「新
日
本
山
岳
誌
」
の
編
集
な
ど
が
着

実
に
進
め
ら
れ
た
。
「新
日
本
山
岳
誌
」

に
は
５
つ
の
支
部
か
ら
原
稿
が
提
出
さ

れ
た
。

〔収
支
決
算
等
〕
収
支
決
算
は
、
収
入

が
９
２
８
７
万
円
と
な
り
、
予
算
を
１

０
４
８
万
円
上
回
っ
た
。
会
費

・
入
会

金
は
７
０
６
６
万
円
で
収
入
全
体
の

７６
。
‐

％
を
占
め
た
。
会
費
納
入
率
は

９９
ｏ
８

％
の

高
率
を
維
持
し
た
。
補
助
金
収
入
の
う

ち
２
０
０
万
円
は

「高
尾
山
の
森
づ
く

り
」
に
対
す
る
国
土
緑
化
推
進
機
構
か

ら
の
助
成
金
、
ま
た
４
８
４
万
円
は
日

本
山
岳
会
が
松
本
市
で
開
か
れ
た
世
界

岳
都
都
市
会
議
に
協
力
し
た
こ
と
に
対

す
る
同
市
か
ら
の
助
成
金
。
そ
の
他
事

業
収
入
は

「山
岳
」
復
刻
版
の
印
税
、

グ
ッ
ズ
の
販
売
収
入
な
ど
。

支
出
は
９
３
３
６
万
円
で
、
予
算
を

６
７
１
万
円
上
回

っ
た
。
海
外
向
け
英

文
誌
の
発
行
や

「百
年
史
」
の
編
纂
、

ま
た

「高
尾
山
の
森
づ
く
り
」
や
世
界

岳
都
都
市
会
議
で
の
活
躍
、
ル
ー
ム
２

１
１
号
室
を
借
り
増
し
た
こ
と
な
ど
で

支
出
が
増
え
た
。
通
常
経
費
は
極
力
節

約
し
た
。
支
出
合
計
に
対
す
る
事
業
費

支
出
の
割
合
は

６１
，
‐

％
だ

っ
た
。
文
部
科

学
省
か
ら
は
５０
％
を
上
回
る
よ
う
に
と

い
わ
れ
て
い
る
。
当
期
収
支
は
４８
万
の

マ
イ
ナ
ス
。
次
期
繰
越
は
１
８
３
６
万

円
、
期
末
正
味
財
産
合
計
額
は
４
億
１

７
４
４
万
円
と
な

っ
た
。

こ
れ
ら
に
対
し
古
市
進
監
事
か
ら
収

支
計
算
書
等
が
正
確
か
つ
妥
当
で
あ
り
、

さ
ら
に
理
事
の
業
務
執
行
が
誠
実
に
行

わ
れ
た
こ
と
を
認
め
る
監
査
報
告
が
あ

っ
た
。

■
１４
年
度
事
業
計
画

・
収
支
予
算

全
国
支
部
懇
談
会
は
広
島
で

平
成
１４
年
度
の
事
業
計
画

・
収
支
予

算
に
つ
い
て
も
、
西
村
常
務
理
事
、
村

井
副
会
長
が
詳
細
に
説
明
し
た
。

〔事
業
計
画
〕
自
然
保
護
委
員
会
が
高

尾
山
で
実
施
し
た
植
樹
祭
に
は
３
０
０

人
を
超
え
る
参
加
者
が
あ

っ
た
。
自
然

保
護
全
国
集
会
は
７
月
１２
～
１４
日
に
北

海
道

・
大
雪
山
で
行
わ
れ
る
。
全
国
支

部
懇
談
会
は
９
月
２１
～
２２
日
に
広
島
支

部
が
主
管
し
て
宮
島
で
行
わ
れ
る
。
年

次
晩
餐
会
は
１２
月
７
日
に
新
高
輸
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
で
行
う
。
１
０
０
周
年
記

念
事
業
の

「新
日
本
山
岳
誌
」
の
編
纂

は
、
今
年
度
中
に
原
稿
を
そ
ろ
え
る
予

定
だ
。
海
外
登
山
に
つ
い
て
は
、
日
印

合
同
登
山
の
日
本
隊
が
５
月
９
日
に
出

発
し
た
。
ま
た
日
中
国
交
正
常
化
３０
周

年
を
記
念
し
女
性
だ
け
の
日
中
合
同
登

山
隊
が
チ
ョ
ー

・
オ
ユ
ー
に
挑
戦
す
る
。

８
月
中
旬
か
ら
２
ヵ
月
の
予
定
。
　
　
　
”

〔収
支
予
算
〕
こ
れ
ら
に
対
す
る
予
算
　
＜

は
、
収
入
を
８
４
４
２
万
円
と
し
た
。

前
年
度
予
算
に
比
べ
２
０
３
万
円
の
増

加
。
会
費

・
入
会
金
収
入
が
収
入
の
８６

％
を
占
め
る
。
新
入
会
員
は
２
３
０
人

と
見
込
ん
だ
。
支
出
は
前
年
度
予
算
に

比
べ
１
９
４
万
円
多
い
８
８
５
９
万
円
。

会
員
名
簿
は
作
成
し
な
い
が
、
ル
ー
ム

の
借
り
増
し
で
賃
借
料
な
ど
が
増
加
す

る
。
ま
た
山
岳
研
究
所
の
運
営
費
を
修

理
費
増
な
ど
で
増
額
し
た
。
収
支
は
４

１
７
万
円
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
。
な
お
、

平
成
１４
年
４
月
か
ら
銀
行
預
金
等
の
ペ

イ
オ
フ
が
実
施
さ
れ
た
。
適
切
な
対
策

を
実
施
し
て
い
き
た
い
。
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■
細
則
の

一
部
改
正

２６
歳
未
満
の
会
費
を
割
引

細
則
の

一
部
を
改
正
す
る
案
が
提
出

さ
れ
た
。
３
点
あ
り
、
西
村
常
務
理
事

が
趣
旨
を
説
明
し
た
。
第

一
は
理
事
の

選
挙
に
関
す
る
も
の
。
第
二
は
２６
歳
未

満
の
会
員
の
年
会
費
を
６
０
０
０
円
に

改
め
る
も
の
。
第
三
は
第
２

ｏ
４
土
曜

日
も
休
室
日
と
す
る
も
の
。

若
年
会
員
の
年
会
費
の
減
額
は
、
昨

年
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
若
い
人
を

ふ
や
す
方
法
と
し
て
会
費
の
割
引
の
是

非
を
質
問
し
た
と
こ
ろ
、

３９
％
の
会
員

が
賛
成
し
た
い
き
さ
つ
も
あ
る
。
現
在
、

２６
歳
未
満
の
会
員
は
１３
人
し
か
い
な
い
。

多
く
は
期
待
で
き
な
い
が
、
若
年
化

ヘ

対
策
は
着
実
に
講
じ
て
い
き
た
い
。

４
号
議
案
は
除
籍
対
象
者
の
件
。
平

成
１４
年
度
は
９１
人
と
な

っ
た
。
会
費
を

２
年
間
滞
納
し
た
人
が
対
象
と
な
る
。

除
籍
者
は
平
成
Ｈ
年
度
が
３４
人
、

１２
年

度
が
４５
人
、

１３
年
度
が
５０
人
と
漸
増
傾

向
に
あ
る
。
知
人
に
声
を
か
け
て
会
費

を
納
め
て
留
ま
る
よ
う
勧
め
て
は
し
い

と
い
う
要
請
が
あ

っ
た
。

■
報
告
事
項

信
濃

・
東
海
の
支
部
長
代
わ
る

支
部
長
の
交
代
が
紹
介
さ
れ
た
。
新

支
部
長
は
次
の
と
お
り
。

信
濃
　
　
　
　
　
中
野

東
海
　
　
　
　
　
土寸
西

壬
↑
自
ヌ

総
会
終
了
後
、
午
後
４
時
か
ら
同
所

で
懇
親
会
を
開
い
た
。
渡
辺
兵
力
名
誉

会
員
の
音
頭
で
乾
杯
し
、
和
や
か
な
歓

談
を
続
け
た
。

■
質
疑
応
答

会
員
減
少
の
懸
念
な
い
か

柴
田
篤
志
会
員

（４
９
３
２
）
収
入

の
な
か
で
会
費

・
入
会
費
収
入
は
大
き

な
比
重
を
占
め
て
い
る
。
そ
の
会
員
の

増
加
が
少
な
い
。
減
少
す
る
懸
念
は
な

い
か
。
入
会
申
請
者
は
す
べ
て
入
会
さ

せ
て
い
る
か
。
あ
ま
り
経
験
の
な
い
人

を
入
会
さ
せ
る
の
は
よ
く
な
い
が
…
。

村
井
副
会
長
　
１３
年
度
は
１
９
６
人

の
入
会
が
あ
っ
た
。
退
会
者
、物
故
者
、

除
籍
者
を
差
し
引
く
と
、
純
増
は
２
人

に
と
ど
ま
っ
た
。

大
塚
会
長
　
入
会
を
拒
否
し
た
こ
と

は
私
の
記
憶
に
は
な
い
。
議
論
が
あ

っ

た
こ
と
は
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
あ
た

ま
か
ら
拒
否
し
た
こ
と
は
な
い
。

石
田
稔
郎
会
員

（６
０
６
５
）
３０
年

ほ
ど
前
に
東
京
支
部
が
解
散
し
日
本
山

岳
会
が
東
京
都
岳
連
に
加
盟
し
た
。
ず

申
生

い
ぶ
ん
た
っ
た
の
だ
か
ら
、
日
本
山
岳

会
が
都
岳
連
を
脱
退
し
東
京
支
部
が
加

盟
し
て
は
ど
う
か
。

大
塚
会
長
　
東
京
支
部
が
加
盟
す
る

と
い
っ
て
も
、
現
実
に
な
い
の
だ
か
ら

そ
れ
を
つ
く
る
こ
と
が
検
討
事
項
と
な

る
。
東
京
支
部
の
復
活
を
訴
え
続
け
て

お
ら
れ
、
貴
重
な
意
見
と
は
思
っ
て
い

る
が
、
い
ま
は
ま
だ
そ
の
時
期
で
は
な

◆
支
部
長
会
議
・

総
会
に
先
立

っ
て
平
成
１４
年
度
の
支

部
長
会
議
が
開
か
れ
た
。
大
塚
会
長
が

「会
の
創
立
１
０
０
周
年
の
事
業
が
大

事
な
問
題
で
あ
り
、
す
で
に
ホ
ー
ム
ス

ト
レ
ッ
チ
に
入
っ
て
い
る
。
今
回
は
出

来
る
だ
け
各
支
部
が
中
心
と
な
り
、
会

員

一
人
ひ
と
り
が
式
典
に
参
加
す
る
意

識
を
も

っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
挨
拶
し

た
。
質
疑
で
は

「百
年
史
委
員
会
」
の

松
田
雄

一
委
員
か
ら
、
編
集
作
業
の
進

捗
状
況
の
説
明
と
各
支
部
へ
の
原
稿
提

出
へ
の
協
力
要
請
が
あ

っ
た
。

同
じ
く
１
０
０
周
年
記
念
事
業
計
画

の
ひ
と
つ
で
あ
る

「中
央
大
分
水
嶺
の

一
斉
踏
破
」
に
つ
い
て
、
科
学
委
員
会

の
藤
本
慶
光
理
事
か
ら
、
計
画
の
実
施

時
期
や
基
本
的
な
考
え
方
な
ど
が
説
明

さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
各
支
部
長
か

ら
は

「過
去
に
支
部
で
県
境
踏
破
を
ト

ラ
イ
し
た
が
名
も
無
き
山
や
ブ
ッ
シ
ュ

の
連
続
で
断
念
し
た
」
「過
去
に
行

っ

た
こ
と
が
あ
る
が
、
現
在
は
支
部
会
員

の
高
齢
化
で
実
施
は
難
し
い
」
「分
水

嶺
の
ピ
ー
ク
を
登
る
の
な
ら
可
能
だ
が

縦
走
は
ど
う
か
」
な
ど
活
発
な
意
見
が

相
次
い
だ
。
今
回
の
意
見
を
踏
ま
え
て

科
学
委
員
会
で
具
体
的
な
計
画
を
作
成

し
、
改
め
て
協
議
す
る
こ
と
を
確
認
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
（今
村
千
秋
）

石
田
会
員
　
私
の
会
員
証
に
は
所
属

支
部
が
首
都
圏
と
な

っ
て
い
る
。

大
塚
会
長
　
首
都
圏
と
い
う
の
は
支

部
の
形
態
を
な
し
て
い
な
い
。
所
属
が

な
く
な
る
の
で
便
宜
上
、
そ
う
し
て
い

る
に
す
ぎ
な
い
。

篠
田

一
郎
会
員

（４
３
４
５
）
若
年

会
員
の
年
会
費
の
割
引
に
つ
い
て
、
対

象
年
齢
を
も
う
少
し
繰
り
上
げ
て
は
い

か
が
か
。

３０
歳
未
満
で
は
ど
う
か
。

西
村
常
務
理
事
　
２６
歳
未
満
に
つ
い

て
す
で
に
入
会
金
を
免
除
し
て
い
る
。

今
回
は
そ
れ
に
加
え
て
の
措
置
だ
。

こ
の
会
費
割
引
に
つ
い
て
は
、
こ
の

ほ
か

「効
果
な
し
」
と

い
う
指
摘
や

「大
学
山
岳
部
な
ど
に
入
会
を
積
極
的

に
働
き
か
け
る
」
と
い
う
提
案
、
反
対

に

「会
員
は
平
等
で
あ
る
べ
き
だ
」
な

ど
の
発
言
が
あ
っ
た
。

（写
真

ｏ
今
村
千
秋
、文

・
高
橋
重
之
）

(3)
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*上高地山岳研究所の運用

*受入れ資料保管

*各博物館、美術館との提携強化

*海外遠征の記録、会合、行事等の記録、フィルムのビデオテー

プ化による保存

3.山岳遭難の予防とその対策に関する企画及び指導
*7月  全国山岳遭難対策協議会 (文部科学省主催)出席

4.自 然保護活動の推進

*自然保護委員会による自然保護指導者養成のための 「山の自然

学講座」

*自 然保護委員会会報 「本の目草の芽」隔月刊行

*自 然保護委員会による「高尾の森づくり」

5.機関誌等の発行

*山岳第96年 (2001年)の発行

*会報671号～682号 の発行

*イ ンターネット・ホームページの更新

*会員名簿 (2001)の 発行

*海外向英文誌 「Japanese Alpine News」 の発行

*青年部会報 「きりぎりす」の発行

*「8000m峰登頂者は語る」の発行

6.国内及び外国山岳団体との情報交換

*国内関係団体 (日 本山岳協会 。東京都山岳連盟 。日本ネパール

協会 。日本ヒマラヤ協会 。HAT― J。 その他)と の連絡

*海外登山団体との機関誌の交換及び情報誌の購入

*「 国際山岳年」記念事業企画に参加・協力

7.その他目的を達成するために必要な事業

*山岳図書の整備

*山研ミニ水力発電装置稼動運営

*海外登山基金による助成

*第4回秩父宮記念山岳賞の授与

*100周年記念事業の計画推進

*百年史の編集

*「新日本山岳誌」の編集

*そ の他

収 支 計 算 書
平成 13年4月 1日 ～平成 14年 3月 31日

I.収入の部

1.基本財産運用収入

基本財産利息収入

2.会 費・入会金収入

入 会 金 収 入

復 活 会 費 収 入

通 常 会 費 収 入

終 身 会 費 収 入

会費・入会金収入計

3.事  業  収  入

広 告 料 収 入

印 税 収 入

刊 行 物 売 上 収 入

山 研 使 用 料 収 入

そ の 他 事 業 収 入

事 業 収 入 計

4.補 助 金 等 収 入

補 助 金 収 入

30,000

4,000,000

0

67,000,000

0

71,000,000

16,121

400,000

△180,000

660,000

△540,000

340,000

△752,500

10,000

62,300

71,439

△2,699,583

△3,308,344

70,660

2,900,000

10,000

250,000

3,000,000

4,200,000

10,360,000

3,652

187,

2,928,

6,899,

13,668,

科    目 予 算 額 決 算 額 差  異 備 考

0 6,841

561

△6,841,560

(4)

2.登山施設の運用、その他登山のための適切な事業

(社)日本山岳会 平成13年度事業報告
2001年 4月 1日 ～2002年 3月 31日

登山の指導と奨励に必要な集会、研修会、講演会、展覧会、及

びシンポジウムの開催

4月 5～ 11日  日韓学生交流登山(学生)    谷川岳周辺

5月 10日    新入部員歓迎会 (学生)        本会

5月 18日    支部長懇談会 (総務)  東京グリーンホテル

5月 19日    支部長会議 (総務)   東京グリーンホテル

5月 19日    通常総会 (総務)    東京グリーンホテル

5月 25・ 26日 第21回 日本登山医学シンポジウム (医療)

鳥取県大山町

6月 2・ 3日  新入会員のための「徳本峠越えとウェス トン祭」

(山 研)              上高地

6月 3日    第55回 ウェス トン祭 (信濃支部)  上高地

6月 9日    第8回 古道を歩く (図書)      箱根

6月 17・ 18日 探索山行 「志津倉山ブナ林を訪ねる」 (科学)

福島県三島町

6月 23・ 24日 自然観察山行 (自 然保護)       日光

6月 27日    講座 「気象 :雲の形と前線」 (科学)  本会

6月 28日    中国岩場開拓報告会 (青年部)     本会

7月 4日    委員会。同好会連絡会議 (総務)    本会

7月 12日    前期納会 (学生)           本会

8月 17。 19日  フォーラムイン鳥海 (自 然保護)  鳥海山

9月 1日    ビールパーティー (総務)      本会

9月 8日    名誉会員を囲む会 (総務)       本会

9月 8。 9日  沢登り集会 (学生)    奥秩父丹波川本流

9月 14～ 16日  プチ。オータムコンサー ト (山 研)  上高地

9月 21日    講演会「ナンガ。パルバット公募登山を体験して」

(高所)               本会

9月 29・ 30日 全国支部懇談会 (石川支部)     片山津

10月 5～ 8日  きのこ山行 (集会)        自神山地

10月 6・ 7日  自然保護全国集会 (自 然保護)   大台ヶ原

10月 13・ 14日 ミニ水力発電装置見学と焼岳登山  上高地

10月 18日   講演会 「道に学ぶ」 (科学)      本会

10月 25日   明大Gl.G2報告会 (青年部)     本会

10月 27日   新入会員オリエンテーション(総務)  本会

11月 3・ 4日  海外遡行同人総会出席 (青年部) 加賀・白山

11月 17日   シンポジウム 「中高年者の高所登山」 (科学)

シニアワーク

11月 17日   第5回全国山岳博物館連絡会議 (資料) 本会

11月 18日   第38回マラソン大会 (学生)   皇居外苑

11月 20日   第10回  山を語る (図書)      本会

12月 1日   支部長会議 (総務)  新高輸プリンスホテル

12月 1日   年次晩餐会 (総務)  新高輸プリンスホテル

12月 2日    年次晩餐会記念山行 (集会)    日の出山

12月 6日   大学山岳部監督会議 (学生・遭難対策) 本会

12月 15日   森づくリシンポジウム (自 然保護)   高尾

1月 10日    冬山報告会 (学生)          本会

1月 29日    医療委員会講演会 (医療)       東京

1月 31日    第33回 山岳図書を語るタベ (図書) 本会

2月 9～ 11日  スキー懇親会 (集会)        八海山

2月 15日    講演会 「自然の浄化能力」 (科学)   本会

2月 17日    クライミング講習会 (青年部 。学生)

多摩スポーツ会館

2月 20日    初心者のためのビデオワーク (フ ィルムビデオ)

2月 23・ 24日 支部事務局担当者会議 (総務)

グリーンホテル・本会

3月 1日    Kurt Diemberger氏 を囲む会 (海外)

中日日比谷ビル

3月 19日    新人勧誘対策、後期納会 (学生)    本会
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海外登山基金支出

終身会費積立金支出

退職給与引当預金支

特 定 預 金 支 出計

5。 敷 金 保 証 金 支 出

敷 金 保 証 金 支 出

6.予  備  費

予   備   費

[1]資 産 の 部

1.流 動 資 産

2.固 定 資 産

基 本 財 産

貸 付 信 託

基 本 財 産 合 計

そ の 他 の 固 定 資 産

土       地

建        物

什 器 備 品

敷        金

秩 父 宮 記 念 賞 基 金

長 期 計 画 積 立 金

1,500,000

正昧財産増減計算書
平成 13年 3月 31日 ～ 14年 3月 31日

貸 借 対 照 表
平成 14年 3月 31日 現在

20,465,875

0

0

0

6,000,000

0

△540,000

0

△1,340,000

△540,000

1,500,000

金

金

金

金

費

産

計合

貯

預

預

会

資

産

替

通

期

収

卸

資動

現

振

普

定

未

棚

流

0

46,297,170

144,423,000

9,584,982

840,000

14,000,000

63,393,305

86,650,000 93,362,120 △6,712,120

△4,260,000 △486,589 △3,773,411

14,590,256 18,363,667 △3,773,411

当期支 出合計 (C)

当期収支差額 (A)― (C)

次期繰越収支差額(B)― (C)

科    目 金    額

I.増 加の部

1.資産増加額

長 期 計 画 積 立 金

秩 父 宮 記 念 賞 基 金

敷 金 保 証 金

2.負債減少額

増 加 額 合 計

II.減 少の部

1.資産減少額

当 期 収 支 差 額

棚 卸 資 産

什 器 備 品

1.負 債増加額

減  少  額  合  計

当期 正 味 財 産 増 加 額

前 期 繰 越 正 味 財 産 額

期 末 正 味 財 産 合 計 額

5,800,000

1,000,000

540,000

540,000 7,880,000

0

7,880,000

486,589

10,578

200,000 697,167

0

697,1

7,182,833

410,266,089

417,448,922

科    目 金 額

9,543

879,800

13,819,734

0

3,960,000

1,796,798

8,000,000

8,000,000

(5)

5.寄 付 金 収

寄 付 金 収

募  金  収

寄 付 金 収 入

6.雑   収

受  取  利

雑   収

雑  収  入

海 外 諸 関 係 費

海 外 登 山 補 助 費

山岳研究所運営費

そ の 他 事 業 費

印 刷 ・ 製 本 費

刊 行 物 発 送 費

事 業 費 計

2.管  理  費

給 料 。 手 当

文 具 。消 耗 品 費

印 刷 ・ 製 本 費

旅 費 ・ 交 通

通 信 。運 搬

事 務 所 管 理 費

そ の 他 管 理 費

負   担   金

賃   借   料

雑      費

管 理 費 計

3.固定資産取得支出

什器備品購入支出

固定資産取得支出計

4.特 定 預 金 支 出

長期計画積立金支出

秩父宮記念賞基金支出

200,000

800,000

1,000,000

0

11,080,000

600,000

3,180,000

1,300,000

12,500,000

400,000

1,600,000

4,040,000

9,000,000

2,400,000

5,300,000

51,400,000

12,400,000

300,000

1,000,000

700,000

1,200,000

320,000

300,000

500,000

600,000

470,000

300,000

300,000

700,000

300,000

1,000,000

3,000,000

120,000

3,240,000

1,000,000

27,750,000

120

315,181

9,677,761

340,502

2,322

928,

12,211,842

1,005,1

4,108,181

3,284,887

5,211,063

57,036,824

12,401,900

323,155

1,117,677

842,880

1,003,039

320,990

0

461,200

666,402

434,437

147,344

515,655

644,480

195,937

947,700

2,853,825

80,000

4,481,000

1,007,675

28,445,296

△120,000

0

△120,000

△115,181

△456,567

△571,748

0

1,402,239

259,498

857,647

371,852

288,158

△605,119

0

△68,181

△7,346,968

△884,887

88,937

△5,636,824

△1,900

△23,155

△117,677

△142,880

196,961

△990

300,000

38,800

△66,402

35,563

152,656

△215,655

55,520

104,063

52,300

146,175

40,000

△1,241,000

△7,675

△695,296

入

入

入

計

入

息

入

計

1,256,

1,571,

7.特 定預金取崩収入

(注)1「社団法人国土緑化推進機構」助成金 ¥2,000,000-

2「 松本市役所観光温泉課」助成金 ¥4,841,560-

3「受取利息」 として他に ¥1,279-が ある。

II。 支 出 の 部

費

費

費

費

費

費

理

究

　

　

係

業

版

管

研

導

関

書

査

　

　

部

事

出

図

調

指

支

公

料

　

　

品

数

生

険

繕

　

水

話

議

備

手

厚

税

熱

　

　

器

替

利

保

修

租

光

電

会

什

振

福

5,000,000

1,000,000

5,800,000

1,000,000

△800,000

0

92.875,5311△

18,850,2561

10,485,531

0

当期収入合計 (A)

前期繰越収支差額

収入合計   (B) 101,240,256 L I 1,7 25,7 87 
| 
t I 0,485, 53 1

科    目 予 算 額 決 算 額 差  異 備 考

82.390、 0001

18,850,2561



什 器 備 品 9,584,982

財 産 録

平成 14年 3月 31日 現在

[1]資 産 の 部

1.流 動 資 産

現金預金

現  金 現金手許有高

振替貯金 東京地方貯金局

普通預金

あさひ銀行市 ヶ谷支店

東京三菱銀行市 ヶ谷支店

中央三井信託銀行本店

中央三井信託銀行新宿西

三菱信託銀行 日本橋中央

未収会費 330名

棚卸資産 注 1)

流動資産合計

2.固 一定 資 産

(1)基 本財産

貸付信託 中央三井信託銀行

貸付信託 三菱信託銀行

基本財産合計

(2)そ の他固定資産 注 2)

」1   地1 57.91484m2

建   物  432.63ぽ

什器備品

敷  金

秩父宮記念賞基金

定期預金・UFJ市 ヶ谷

長期計画積立金

定期貯金 。四番町郵便局

定期預金 。東京三菱市 ヶ谷

普通預金 。東京三菱市 ヶ谷

普通預金 。第一勧業市 ヶ谷

海外登山基金

普通預金 。あさひ市 ヶ谷

定期預金・三井住友市 ヶ谷

定期預金 。第一勧業市 ヶ谷

終身会費積立金

定期預金・富士市 ヶ谷

退職給与引当預金

定期預金・富士市 ヶ谷

その他固定資産合計

固定資産合計

資産合計

[2]負債の部

1.流 動 負 債

前受会費

平成 14年度会費  16名 分

預 り金

職員に対する源泉所得税その他

流動負債合計

2.固 定 負 債

退職給与引当金

固定負債合計

9,584,982

1 007 982 982

科 目 金 額

9,543

879,800

496,473

13,036,141

186,563

79,132

21,425

3,960,000

1,796,798

7,580,000

420,000

20,465,875

401

8,000,000

46,297,170

144,423,000

9,584,982

840,000

14,000,000

5,043,305

52,550,000

5,000,000

800,000

33,600,000

30,000,000

30,000,000

17,150,000

4,691,620

393,980,077

161,000

144,41

305,410

4,691,620

4,691,620

(6)

建 物 144,423,000 0 144,423,000

海 外 登 山 基 金

終 身 会 費 積 立 金

退 職 引 当 預 金

その他の固定資産合計

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

[2]負 債 の 部

1.流 動 負 債

前 受 会 費

預    り   金

流 動 負 債 合 計

2.固 定 負 債

退 職 給 与 引 当 金

固 定 負 債 合 計

負 債 合 計

[3]正 味 財 産 の 部

正  味  財  産

(う ち 基 本 金 )

(う ち当期正味財産増加額)

負債及び正味財産合計

山 685-2002・ 6・ 20(第二種郵便物認可)

93,600,000

17,150,000

4,691,620

401,980,077

計算書類に対する注記

1.重要な会計方針

(1)有価証券の評価基準及び評価方法について

基本財産の貸付信託は、総平均法による原価基準を採用して

いる。

(2)固定資産の減価償却について

建物及び什器備品の減価償却は行っていない。

(3)引 当金の計上基準について

退職給与引当金は期末退職給与の要支給額の141%に相当す

る額を計上している。

(4)資金の範囲について

資金の範囲には、現金預金、未収会費、前受会費及び預 り金

を含めている。

なお、前期末及び当期末残高は、下記3に 記載のとおりであ

る。

2.基本財産の増減額及びその残高は、次の とお りである。

3日 次期繰越収支差額の内容は、次の とお りである。

4. 固定資産の取得価格、減価償却累計額および当期未残高は、次のとおりである。

398,980,077

161,000

144,410

4,691,620

305,410

4,691,620

7,448,922

(8,000,000)

(7,182,833)

4,997

422,445,952

科 目 前期末残高 当期増加 当期減少 当期残高

貸付信託 (中央三井信託銀行)

′′ (三 菱 信 託 銀 行 )

7,580,000

420,000

0

0

0

0

7,580,000

420,000

合   計 (基  本  金 ) 8,000,000

科 目 前期末残高 当期末残高 備  考

現 金 預 金

未 収 会 費

そ の 他 未 収 金

13,947,856

4,524,000

784,980

14,709,077

3,960,000

0

合    計 19,256,836 18,669,077

前 受 会 費

預    り   金

271,000

135,580

161,000

144,410

合    計 406,580 305,410

次 期 繰 越 収 支 差 額 18,850,256 18,363,667

科 目 取 得 価 格 当期末残高
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麓

樺

猿

島

り

山

の也

士

、―代

富

田

群

伊

針

油 一 A25

油 変 形 -6

墨    絵

油 -10

油 -10

墨    絵

油 -10

墨    絵

エ ッチ ング

エ ッチ ング

エ ッチ ング

ツ由

水 彩 -6

油 -10

パ ス テ ル

油 -25

油 -25

油 -25

油 一 P8

水 彩 -4

水 彩 -4

墨    絵

油 -12

版 画 -8

水 彩 -10

版 画 -8

油 -10

日 本  画

油 一 F20

油 -20

水 彩 -8

油  - 6

油 一 P50

油 一 F4

油 -30

油 -30

油 -30

油  - 6

油  -  6

油  - 6

水    彩

油 -10

油  - 6

水    彩

32冊

版    画

版    画

版    画

版    画

版    画

版    画

版    画

版    画

茨 本 猪 之 吉

中村 清 太 郎

石 井  鶴 三

茨 木 猪 之 吉

茨 木 猪 之 吉

石 田  吟 松

茨 木 猪 之 吉

石 井  鶴 三

シュラー・ギントワイト

山里  寿 男

山里  寿 男

中村 清 太 郎

矢 崎 千 代 二

足 立 源 一 郎

足 立 源 一 郎

足 立 源 一 郎

足 立 源 一 郎

清 野   恒

清 野   恒

近 藤  茂 吉

後 藤  三 男

松 田 敏 男

松 田 敏 男

鈴 木  正 俊

神 原  忠 夫

丸 山  晩 霞

後 藤  三 男

武 井   清

越 智  英 夫

茨 木 猪 之 吉

倉 員  辰 雄

上 野  春 香

武 井   清

後 藤  三 男

藤 江 幾 太 郎

レオン・アマン

金 光  義 郎

辰 沼  広 吉

カナダ山岳会

茨 木 猪 之 吉

茨 木 猪 之 吉

茨 木 猪 之 吉

茨 木 猪 之 吉

H.ソ マベ ル

鈴 木  正 俊

小 暮  真 望

小 暮  真 望

小 暮  真 望

小 暮  真 望

鈴 木  正 俊

鈴 木  正 俊

河口湖町立美術館

本      会

本      会

松本アルプス山岳館

本      会

松本アルプス山岳館

本      会

本      会

本      会

松本アルプス山岳館

本      会

伯音国山岳美術館

松本アルプス山岳館

本      会

本      会

本      会

伯音国山岳美術館

本      会

本      会

松本アルプス山岳館

松本アルプス山岳館

松本アルプス山岳館

本      会

上高地山岳研究所

上高地山岳研究所

伯音国山岳美術館

伯音国山岳美術館

本      会

上高地山岳研究所

本      会

本      会

本      会

本      会

伯音国山岳美術館

本      会

松本アルプス山岳館

本      会

本      会

上高地山岳研究所

本

本

本

本

本

本

大 町 山岳 博 物 館

本

本

本

本

本

本

本

峰

山

連

‐

高

和

穂

両

らか
　
の

峠

冬
ヽ

本
　

´

徳

初

豆   半

の 本 峠 よ

タ ン ボ チ ェ の 僧 院

シ ェ ル パ ニ の 親 子

冬 の 山 (清 太 山 )

梓  川  秋  色

早朝 の上高地 山岳研究所

旧 上 高 地 山 岳 研 究 所

焼   岳   秋   趣

ナ ム チ ャバ ル ワ峰 暮 色

白  馬   雪   田

上 高 地 秋 景

マ チ ャ プ チ ャ レ

朝         霧

自 樺 の 林

麓         春

ヒマ ラヤダー ジ リンにて

タ  ム  セ  リレ ク

安 曇 野 の 春

ヒ マ ラ ヤ の 古 都

ア  ル  バ  ー  タ

ケ     ル     ン

山

ア ル バ ー タ と ピ ッケ ル

題 名 不 詳  24枚

題 名 不 詳  8枚

題 名 不 詳  12枚

ス ケ ッ チ ブ ッ ク

ロンブク よ リエベ レス ト

自  馬   残   照

穂 高 連 峰

安 曇 野 と 常 念 岳

尾 瀬 と 隧 ケ 岳

谷     川    岳

シ ダ ン ゴ 山 晩 秋

檜 洞 丸 山 荘

(他の絵画、写真 省略 )

2.図書

鳥 (カ ッ ト 原 画 )

メ ー ル ド グ ラ ス

モ ン ブ ラ ン

カ ンチ ェ ン ジ ュ ンガ

ユ ン グ フ ラ ウ

涸 沢 よ り 北 穂 高

槍 ケ 岳 初 夏

カ ンチ ェ ン ジ ュ ンガ

北 穂 高 滝 谷

或 朝 の 槍 ケ 岳

峰

岳

主高

ケ

穂北

槍

種   類 摘 要 冊 数

書

書

和

洋

平 成 13年 度 受 入 冊 数

平 成 13年 度 受 入 冊 数

213冊

69冊

蔵書計 10673冊

蔵書計  3634冊

(7)

白 馬 岳 油 一A50 中村 清 太 郎 大 町 山岳 博 物 館

負債合計

正 味 財 産

4,997

注 1)棚卸資産内訳

注2)そ の他固定資産内訳

1.建物及び土地

2.什 器 備 品

財産目録記載外のその他物品リスト(主として受贈益)

1.絵画

417

種 類 摘 要 金  額

刊    行    物

服 飾 品 。 そ の 他

山岳総索引、山岳覆刻版等

クラブタイ、タイ止等

913,520

883,278

計 1,796,798

A 事務 所 及び 図書 室

場所 東京都千代田区四番町 5番 4号

構造 鉄筋 コンク リー ト造、陸屋根、地下 1階付

5階建

(事務所)区分所有建物 1階部分  103.32ぽ

宅地持分 1,124.56ぽ ×339/10,000

=38。 122584nf

(図 書室)区分所有建物 1階部分 55.22ぽ

宅地持分 1,124.56ぽ ×176/10,000

=19。 792256m2

計  158.54ぽ  宅地持分 57.91484m2 72,720,170

B 上高地山岳研究所

場所 長野県南安曇郡安曇村4469番 地 1

構造 鉄筋 コンク リー ト造 (一部木造)1棟

274.09m2 118,000,000

計 190,720,170

名 取得年月 日 取得価格 所  在

書庫内移動書架一式 コンパ ックル

閲覧用テーブル (本製2台 )

ライテ ィング ビューロー (本製 )

フィルム収納キャビネ ッ ト

(ス チール製 )

書 棚 (本製2段 )

16mm映 写機  16-CL(MO)

木製書架ガラス戸付 (2台 )

シャープ液晶 ビジ ョンー式

世界対応VTR 001 NWV

小型気象ファクシ ミリ JAX-9

ナシ ョナル冷凍冷蔵庫

NR-041VP2-H

ナシ ョナル29イ ンチテ レビ

TH-29VS35

ナシ ョナルBS付 ビデオ

HV―BS50S

ミニ水力発電装置

シャープ 。ノー トパ ソコン

PC― MJ700R

S53.02.10

53.09.28

54.06.23

56.08.08

56.12.22

61.05.13

62.09。 24

H2.07.19

4.05。 11

4.10.19

5.03.20

11.11.30

13.02.28

5.03.20

5.03.20

1,500,000

250,000

280,300

254,000

500,000

156,000

700,000

587,932

250,000

320,000

250,000

3,816,750

190,000

280,000

250,000

図書室

事務所

図書室

事務所

図書室

事務所

山 研

事務所

合   計 9,584,982

題
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6月 8・ 9日

6月 14～ 16日

6月 15日

6月 16日

6月 29・ 30日

6月

6月

7月 12～ 14日

7月 15日

7月 25日

7月

7月

7月

8月

9月 6日

9月 7日

9月 14～ 16日

9月

9月

9月

9月

9月

9月 21・ 22日

9月 26～ 29日

10月 19日

10月 19・ 20日

10月

10月

10月

10月

11月 10日

11月

11月

11月

11月

11月

11月 28日

12月 7日

12月 7日

12月 8日

1月 11～ 13日

1月

2月 15。 16日

2月

2月

2月

2月

未定

探索山行 「フォッサマグナと塩を探る」 (科学)

大網峠

白神岳ブナ植樹 (集会)      自神山地

新日本山岳誌編集委員会       本会

クライミング集会 (青年部)多摩スポーツ会館

三ツ峠レスキュー講習会 (指導)

第9回古道を歩く (図書)

沢登 り集会 (学生部)

自然保護全国集会 (自 然保護)   北海道

同好会連絡会議 (総務)       本会

東カラコルム登山報告会 (青年部)

上高地山研特別展 (資料)

全国山岳遭難対策協議会 (遭難対策)宇都宮

講演会 「山の気象」 (科学)

フォーラムIN(自 然保護)

ビールパーティー (総務)      本会

名誉会員を囲む会 (総務)      本会

奥又登山とプチ 。オータムコンサート (山 研)

上高地

第11回 山を語る (図 書)

救急法講習会 (指導)

自然観察山行 (自 然保護)      伊豆

小川山懇親会 (学生部)

講演会 (資料)

全国支部懇談会 (広 島支部)     宮島

キノコ山行 (集会)     知床 。羅臼岳

新入会員オリエンテーション(総務)  本会

焼岳登山と講演 (山 研)       上高地

第6回全国山岳博物館等連絡会議 (資料)

講演会 「登山の衣服について」 (科学)

森づくリシンポジウム (自 然保護)

冬山講習会 (学生部)

上高地山岳研究所閉所 (山 研)    上高地

第34回山岳図書を語る夕べ (図書)

大学山岳部監督会議 (遭難対策 。学生部)

シンポジュウム 「登山に適した食料について」

(科学)

マラソン大会 (学生部)

山岳フィルム映画上映会 (フ ィルムビデオ)

明大ローツェ・アンナプルナ報告会 (青年部)

支部長会議 (総務)  高輸プリンスホテル

年次晩餐会 (総務)  高輸プリンスホテル

年次晩餐会記念山行 (集会)

スキー懇親山行 (集会)

冬山報告会 (学生)

全国支部事務局担当者会議 (総務)

第31回山岳史懇談会 (図書)

冬山技術講習会 (指導・学生部)  八ヶ岳

講演会 「未定」 (科学)

自然観察山行 (自 然保護)   千葉 。房総

医療委員会講演会 (医療)

2.登山施設の運用、その他登山のための適切な事業

*上高地山岳研究所の運用

*受入れ資料保管

*各博物館、美術館との提携強化

*海外遠征の記録、会合、行事等の記録、フィルムのビデオテー

プ化による保存

3.山岳遭難の予防とその対策に関する企画及び指導

*5月  一の倉沢レスキュー講習会

*6月  三ツ峠レスキュー講習会

*7月  全国山岳遭難対策協議会への出席 (宇都宮)

(8)

3.フ ィルム・ビデオ

フ ィ ル ム 15点   「マナスルに立つ」他

ビ デ  オ 252本   「モンブランの嵐」他

社団法人 日本山岳会 平成13年度の収支計算書、正味財産増減計

算書、貸借対照表、及び財産目録を監査し、正確妥当なことを認め

ます。

平成14年 4月 5日

社団法人 日本山岳会           監事 内田 博

監事 古市 進

監 事 監 査 報 告

平成14年 4月 5日 に行った平成13年度 (平成13年 4月 1日 ～平成

14年 3月 31日 )における会計の監査ならびに期中の業務監査の結果

を、次の通り報告する。

記

会計監査について、帳簿ならびに関係書類の閲覧等、必要と思わ

れる手続きを用いて計算書類の正確性を検討した。

業務監査については、理事会等に出席し、業務執行の妥当性を検

討した。

監査意見は次の通 り。

(1)現金については、監査日当日現在の残高と、帳簿の金額は一

致し、正しく出納されているものと認める。

(2)収 支計算書,正味財産増減計算書,貸借対照表,財産目録は本

会の収支状況及び財政状態を正しく示しているものと認める。

(3)事業報告の内容は、真実であると認める。

(4)理事の職務執行に関する不正の行為または法令、定款に違反

する重大な事実はないと認める。

(5)前年度監査で指摘された、各委員会活動の内容を見直し整理・

統合・充実を図る件については、平成13年度は殆ど検討する

余裕がなかったので、引き続き努力する。

(6)円滑な業務の執行に資するため、理事会資料等の内容及び作

成手順の整備を図る。

以上

(社)日本山岳会 平成 14年度事業計画
2002年 4月 1日 ～2003年 3月 31日

登山の指導と奨励に必要な集会、研修会、講演会、展覧会、及

びシンポジウムの開催

4月 11日    第30回山岳史懇談会 (図 書)     本会

4月 14日    高尾の森植樹祭 (自 然保護)    高尾山

4月      山菜を味わう会 (集会)

4月      講演会 「探索山行についての予備学習」 (科学)

4月      学生部総会 (学生部)

4月 29日    上高地山岳研究所開所 (山研)   上高地

5月 17日    支部長懇談会 (総務)       YMCA
5月 18日    支部長会議 (総務)        YMCA
5月 18日    通常総会 (総務)         YMCA
5月 19～ 22日 若葉山行 (集会)          屋久島

5月 23日    登山報告会 「春季のすぐれた登山の報告会」

(青年部)

5月 25。 26日 一の倉沢レスキュー講習会 (指導) 谷川岳

5月      第22回 日本登山医学シンポジウム (医療)京都

5月      日帰 り探索山行 (科学)       箱根

5月     新入部員歓迎会 (学生部)

5月      山岳写真講座 (フ ィルムビデオ)

6月 1・ 2日   新入会員のための「徳本峠越えとウェス トン祭」

(山 研)              上高地

6月 2日    第56回ウェストン祭 (信濃支部)
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雑    収    入 800,000 0

雑 収 入 計 950,000 1,000,000 △ 50,000

84,420,000

18,363,667

82,390,000

18,850,256

2,030,000

7.特 定 預 金 取 崩 収 入

当 期 収 入 合 計 (A)

前 期 繰 越 収 支 差 額

収  入  合  計 (B) 102,783,667 101,240,256

科 目 平成14年度予算霰前年度予算額 増   減 備 考

出 の 部

業

版

書  管  理

査  研  究

導

部  関  係

外 諸 関 係

岳 研 究 所 運 営

II 支

事

出

図

調

指

支

海

山

海 外 登 山 補 助 費

そ の 他 事 業 費

印 刷 ・ 製 本 費

刊 行 物 発 送 費

事 業 費 計

11,100,000

400,000

3,300,000

1,350,000

12,500,000

400,000

4,950,000

1,600,000

9,000,000

1,000,000

5,300,000

50,900,000

11,080,000

600,000

3,180,000

1,300,000

12,500,000

400,000

4,040,000

1,600,000

9,000,000

2,400,000

5,300,000

51,400,000

20,000

△ 200,000

120,000

50,000

0

0

910,000

0

0

螢1,400,000

0

△ 500,000

2.管    理

給  料  。 手

文 具 ・ 消 耗 品

印 刷 ・ 製 本

旅 費 ・ 交 通

通 信 ・ 運 搬

保    険

修    繕

租  税

光  熱

電

什  器

振  替

福  利

公

料

数

生

事 務 所 管 理

そ の 他 管 理

負    担

賃    借

雑

管  理  費

費

当

費

費

費

費

料

費

課

費

料

費

費

料

費

費

費

金

料

費

計

12,400,000

350,000

1,100,000

800,000

1,200,000

320,000

200,000

500,000

1,000,000

470,000

200,000

200,000

700,000

250,000

1,000,000

2,900,000

100,000

5,500,000

1,000,000

30,190,000

12,400,000

300,000

1,000,000

700,000

1,200,000

320,000

300,000

500,000

600,000

470,000

300,000

300,000

700,000

300,000

1,000,000

3,000,000

120,000

3,240,000

1,000,000

27,750,000

0

50,000

100,000

100,000

0

0

△ 100,000

0

400,000

0

△ 100,000

△ 100,000

0

△ 50,000

0

△ 100,000

△ 20,000

2,260,000

0

2,440,000

3.固 定 資 産 取 得 支 出

什 器 備 品 購 入 支 出

固定 資産 取得 支 出計

0

0

0

0

0

0

4.特 定 預 金 支 出

長 期計 画積 立 金 支 出

秩父宮記念賞基金支出

海 外 登 山 基 金 支 出

終 身 会 費積 立金 支 出

退職給与引当預金支出

特 定 預 金 支 出 計

5,000,000

1,000,000

0

0

0

6,000,000

5,000,000

1,000,000

0

0

0

6,000,000

0

0

0

0

0

0

5。 予

予

備

備

費

費 1,500,000 1,500,000

当 期 支 出 合 計 (C) 88,590,000 86,650,000 1,940,000

当 期 収 支 差 額 (A)― (C) 生4,170,000 △4,260,000

次期繰越収支差額 (B)― (C) 14,193,667 14,590,256

*9月  救急法講習会

*通年 日山協・労山・都岳連との合同調査活動

4.自 然保護活動の推進

*自然保護委員会による自然保護指導者養成のための 「山の自然

学講座」

*自然保護委員会会報 「本の目草の芽」隔月刊行

*自然保護委員会による 「高尾の森づ くり」

*「 山のトイレマナーノー ト」の配布

5.機関誌等の発行

*山岳第97年 (2002年 )の発行

*会報683号 ～694号の発行

*イ ンターネット・ホームページの更新
*海外向英文誌 「Japanese Alpine News」 発行
*青年部会報 「きりぎりす」発行

6.国内及び外国山岳団体との情報交換
*国内関係団体 (日 本山岳協会 。東京都山岳連盟 。日本ネパール

協会 。日本ヒマラヤ協会 。HAT― J。 その他)と の連絡
*海外登山団体との機関誌の交換及び情報誌の購入
*「国際山岳年」記念事業に参加

7.海外登山等

*日 印合同登山 東カラコルム・パ ドマナブ

8.そ の他目的を達成するために必要な事業
*山岳図書の整備
*山研ミニ水力発電装置稼動運営
*海外登山基金による助成
*第5回秩父宮記念山岳賞の授与
*100周 年記念事業の計画推進
*百年史の編集

*「新日本山岳誌」の編集

*そ の他

平成 14年度 収支予算書
平成 14年 4月 1日 か ら平成 15年 3月 31日 まで

6.雑    収 入

息

科     目 平成14年度予算額前年度予算額 増   減 備 考

I.収 入 の 部

1.基 本 財 産 運 用 収 入

基 本 財 産 利 息 収 入 10,000 30,000 △ 20,000

2.会 費 ・ 入 会 金 収 入

入  会  金  収  入

通 常 会 費 収 入

終 身 会 費 収 入

会 費 ・ 入 会 金 収 入 計

4,600,000

68,000,000

0

72,600,000

4,000,000

67,000,000

0

71,000,000

600,000

1,000,000

0

1,600,000

3.事   業

広  告

印  税

刊 行 物

山 研 使

そ の 他

事  業

収   入

収  入

収   入

上 収 入

料 収 入

業 収 入

入  計

料

用

事

収

2,200,000

10,000

350,000

3,500,000

4,800,000

10,860,000

2,900,000

10,000

250,000

3,000,000

4,200,000

10,360,000

△ 700,000

0

100,000

500,000

600,000

500,000

助  金

入

入

収

収

等補

補

助 金

入

入

収

収

金

金

付

付

寄

寄

(9)

受   取   利 150,000 200,000 △ 50,000
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「高
尾
の
森
」
か
ら

二
度
目
を
迎
え
る

「高
尾
の
森
」
の

植
樹
祭
は
、
４
月
１４
日
晴
天
の
も
と
に

執
り
行
わ
れ
た
。
参
加
者
は
昨
年
を
上

回
る
３
０
７
名
を
数
え
、
大
塚
会
長
、

芳
賀
副
会
長
、
理
事
を
は
じ
め
林
野
庁

関
係
の
方
々
、
協
賛
を
い
た
だ
い
た
京

エ
グ
ル
ー
プ
の
方
々
、
寄
付
を
お
寄
せ

下
さ
っ
た
各
団
体
関
係
者
他
、
数
多
く

の
本
会
会
員
の
参
加
を
い
た
だ
い
た
。

今
年
の
植
樹
地
は
、
裏
高
尾
、
ザ
リ

ク
ボ
沢
、
景
信
山
に
登
り
上
げ
る
登
山

道
沿
い
の
斜
面
に
、
Ａ
か
ら
Ｈ
ま
で
の

８
地
区
を
選
定
し
、
昨
年
１２
月
か
ら
地

ご
し
ら
え
作
業
に
入
り
、
着
々
と
そ
の

準
備
を
進
め
て
き
た
。
月
１
回
の
作
業

日
に
は
、
藪
を
切
り
払
い
、
作
業
道
を

作
り
、
苗
本
を
植
え
る
土
地
を
拓
い
て

き
た
。
取
り
組
み
始
め
た
当
初
、
ど
う

な
る
こ
と
か
と
思
わ
れ
た
荒
れ
た
斜
面

が
、
回
を
追
う
ご
と
に
そ
れ
ら
し
く
形

作
ら
れ
て
い
く
。

３
月
に
入
る
と
臨
時
作
業
日
が
設
け

ら
れ
、
急
ピ
ッ
チ
で
作
業
が
進
め
ら
れ
、

毎
週
高
尾
に
足
を
運
ぶ
こ
と
と
な
る
。

植
樹
祭
を
目
指
し
て
万
全
を
期
そ
う
と

参
加
者
の
気
持
が
凝
集
さ
れ
て
く
る
。

各
地
区
ご
と
に
分
担
す
る
リ
ー
ダ
ー
を

定
め
、
作
業
参
加
者
も
分
担
地
区
を
固

定
し
た
。
各
グ
ル
ー
プ
の
名
に
か
け
て

万
全
を
期
そ
う
と
す
る
工
夫
が
あ
ち
こ

ち
で
見
ら
れ
、
植
樹
祭
前
日
の
作
業
日

に
は
、
整
地
さ
れ
た
斜
面
に
苗
木
と
同

数
の
篠
竹
が
立
て
ら
れ
、
準
備
さ
れ
た

１
５
０
０
本
の
苗
本
の
指
定
席
が
用
意

さ
れ
た
。
ガ
レ
キ
の
多
い
植
栽
地
に
は

土
が
運
び
込
ま
れ
、
植
栽
直
後
の
苗
木

に
と
、
水
も
運
び
上
げ
ら
れ
た
。
植
え

た
苗
本
は
１
本
で
も
多
く
、
い
や
、
１

本
も
枯
ら
し
た
く
な
い
と
の
思
い
が
込

め
ら
れ
て
の
こ
と
。
昨
年
の
植
栽
地
で

の
活
着
は
、
今
の
と
こ
ろ
良
好
で
あ
る
。

今
年
の
苗
木
も
、
同
様
に
ぜ
ひ
根
付
い

て
欲
し
い
と
の
願
い
が
深
ま
る
。

植
樹
祭
当
日
、
恒
例
の
セ
レ
モ
ニ
ー

の
後
、
集
ま
っ
た
参
加
者
に
は
、
慣
れ

な
い
手
に
鍬
を
持
ち
、
苗
本
を
持

っ
て

植
栽
地
に
向
か
い
植
樹
を
し
て
い
た
だ

い
た
。
植
樹
終
了
後
、
キ
ヤ
ン
プ
跡
地

に
設
け
ら
れ
た
本
部
前
で
、
用
意
し
た

ト
ン
汁
を
味
わ

っ
て
も
ら
う
。
８
歳
の

少
女
は

「と
っ
て
も
楽
し
か
っ
た
！
」
、

Ｈ
歳
の
少
年
は

「バ
ラ
ン
ス
の
良
い
山

に
な
っ
て
欲
し
い
で
す
」
な
ど
の
感
想

を
残
し
て
く
れ
た
。
参
加
者
の
多
く
に

は
、
お
お
む
ね
植
樹
を
楽
し
ん
で
も
ら

え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

山
岳
会
の
中
に
同
期
会
と
い
う
も
の

が
認
定
さ
れ
、
最
初
に
つ
く
ら
れ
た
９２

同
期
会
が
、
今
年
で
結
成
１０
周
年
を
迎

え
る
。
準
備
段
階
か
ら
グ
ル
ー
プ
で
参

加
を
重
ね
ら
れ

「自
然
を
愛
し
、
日
ご

ろ
の
山
へ
の
感
謝
の
気
持
を
具
現
化
し

た
い
」
と
、
記
念
植
樹
さ
れ
た
こ
と
を

特
記
し
た
い
。
各
グ
ル
ー
プ
の
責
任
者

は
、
安
全
へ
の
気
配
り
で
疲
労
が
何
倍

に
も
な

っ
た
と
か
。
何
の
事
故
も
な
く

植
樹
を
終
了
。

植
樹
は
子
育
て
と

一
緒
。
植
え
た
と

き
か
ら
育
樹
が
始
ま
る
。
ひ
と
り
立
ち

で
き
る
ま
で
育
て
上
げ
る
の
が
植
え
た

私
た
ち
の
義
務
、
会
員
の
皆
様
に
は
、

今
後
と
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

各
方
面
か
ら
、
ご
寄
付
、
ご
協
力
を

た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
か
ら

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
（西
村
智
磨
子
）

植樹をする大塚会長

日本山岳会の各委員会

同好会の活動報告です。

高尾の森に307名 が集合 !

(10)
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第
１６
回
山
行
・高
尾
の
森
植
樹

同
期
会
結
成
１０
周
年
の
記
念
す
べ
き

山
行
は
記
念
植
樹
を
主
に
、
時
間
的
に

余
裕
が
あ
れ
ば
景
信
山
ま
で
登
ろ
う
と

い
う
、
従
来
と
は
少
々
趣
を
異
に
し
た

山
行
に
な
り
ま
し
た
。

と
言
う
の
は
、
記
念
山
行
の
持
ち
方

に
対
し
、
昨
年
来
、
喧
々
抑一両
々
の
議
論

が
重
ね
ら
れ
、
曲
折
の
末
、
日
本
山
岳

会
が
管
理
し
て
い
る

「高
尾
の
森
」
に

記
念
植
樹
を
行
お
う
で
は
な
い
か
と
い

う
こ
と
に
、
落
ち
着
き
ま
し
た
。

４
月
１４
日
、
裏
高
尾
、
景
信
山
中
腹

に
日
本
山
岳
会
が
大
規
模
な
植
樹
祭
を

計
画
し
て
い
る
と
の
情
報
を
入
手
し
、

こ
の
祭
典
に
合
流
す
る
こ
と
へ
の
了
承

を
得
ら
れ
た
の
は
ま
こ
と
に
幸
運
で
し

た
。
こ
の
た
め
、
昨
年
Ｈ
月
か
ら
延
べ

９
回
計
５５
名
の
会
員
が
記
念
植
樹
の
た

め
の
準
備
作
業
に
現
地
入
り
し
、
事
務

局
の
皆
様
と
行
動
を
共
に
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
第
１６
回
記
念

山
行
を
記
念
植
樹
祭
と
位
置
づ
け
、
周

到
な
準
備
を
重
ね
て
き
た
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

植
樹
祭
当
日
は
す
ば
ら
し
い
好
天
に

恵
ま
れ
ま
し
た
。
総
勢
１４
名
が
ク
ヮ
や

ツ
ル
ハ
シ
を
担
い
で
景
信
山
中
腹
に
登

り
、
急
峻
な
崖
に
あ
ら
か
じ
め
切
り
拓

い
て
お
い
た
側
道
に
沿
っ
て
、
こ
れ
ら

の
用
具
を
使
い
５
種
１
５
０
本
の
落
葉

樹
を
植
え
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。

９５
、

９７
同
期
会
の
方
た
ち
が
友
情
参

加
し
て
く
れ
、
大
い
に
感
謝
す
る
と
と

も
に
、
自
然
保
護
委
員
会
の
皆
様
に
は

物
心
両
面
で
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
植

樹
に
予
想
外
の
時
間
を
費
や
し
た
た
め
、

景
信
山
登
頂
は
見
送
り
、
ま
た
の
機
会

を
待
つ
こ
と
に
し
ま
し
た
。

９３
年
以
降
の
同
期
会
の
皆
様
、
記
念

植
樹
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
会
の

団
結
強
化
に
ま
た
と
な
い
機
会
に
な
る

と
確
信
し
ま
す
。
　

　

（召
田
　
俊
雄
）

第
４
３
５
回
現
地
集
合

竹
寺
か
ら
子
の
権
現

三
水
会
の
竹
寺
山
行
も
、
は
や
２５
回

日
と
な
り
ま
し
た
。
２
０
０
０
年
に
三

水
会
創
立
２５
周
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、

創
立
期
よ
り
の
山
行
に
は
、
そ
の
間
本

堂
の
火
災
と
か
雪
の
山
行
、
春

一
番
に

吹
か
れ
た
こ
と
な
ど
、
長
い
歴
史
が
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。

２
月
９
日
午
後
池
袋
に
集
合
、
飯
能

行
き
に
乗
車
、
タ
ク
シ
ー
に
て
竹
寺
着
。

鐘
撞
堂
に
登
り
、
奥
武
蔵
の
山
々
を
眺

め
ま
し
た
。
境
内
も
季
節
が
早
い
せ
い

か
、
紅
梅
、
白
梅
、
福
寿
草
な
ど
花
も

少
な
い
感
じ
で
し
た
。

夕
飩
は
住
職
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら

精
進
料
理
と
竹
筒
で
の
薬
湯
に
舌
鼓
、

な
お
こ
の
寺
の
食
膳
の
器
は
す
べ
て
竹

製
で
す
。

翌
朝
完
成
の
近
い
本
堂
を
眺
め
、
豆

口
峠
よ
り
子
の
権
現
へ
、
健
脚
祈
願
を

し
て
下
山
。
途
中
浅
見
茶
屋
で
ビ
ー
ル

と
お
酒
、
手
打
ち
う
ど
ん
を
い
た
だ
き

吾
野
駅
で
解
散
し
ま
し
た
。

参
加
者
２７
名
。
　

　

（樋
回
　
公
臣
）

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
報
告

今
年
の
季
節
の
歩
み
は
早
い
。
４
月

１２
日
、
新
潟
県
六
日
町
の
国
際
Ｙ
Ｈ

（
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
）
周
辺
で
は
、
三

分
咲
き
の
桜
と
所
ど
こ
ろ
の
残
雪
が
春

の
到
来
を
告
げ
て
い
た
。
同
好
会
山
げ

ら
の
リ
ー
ダ
ー
、
山
本
良
子
さ
ん
と
、

今
日
は
足
慣
ら
し
と
い
う
こ
と
で
集
ま

っ
た
８
名
で
巻
機
山
山
麓
に
向
か
う
。

小
雨
の
中
、
３
合
目
に
あ
る
ヘ
リ
ポ
ー

ト
で
、
１
時
間
弱
ジ
グ
ザ
グ
歩
き
の
練

習
を
し
た
。
夜
１７
名
が
集
合
し
て
自
己

紹
介
と
な
る
。
ほ
と
ん
ど
が
首
都
圏
と

地
元
の
会
員
で
、
福
島
、
愛
知
、
岐
阜

が
各
１
名
だ

っ
た
。

１３
日
は
、
Ｙ
Ｈ
の
バ
ス
で
銀
山
平
に

向
か
う
。
青
空
に
八
海
山
が
美
し
い
。

水
仙
か
ら
満
開
の
桜
ま
で

一
度
に
咲
い

た
山
里
を
通
り
、
シ
ル
バ
ー
ラ
イ
ン
の

長

い
ト

ン
ネ

ル
を
抜
け
て
積
雪
３
ｖ川

の
銀
山
平
に
着
い
た
。
西
は
新
雪
で
真

っ
白
に
輝
く
越
後
駒
ヶ
岳
と
中
ノ
岳
、

南
は
荒
沢
岳
に
囲
ま
れ
た
静
か
な
雪
原

で
あ
る
。
ス
キ
ー
を
履
い
て
北
の
又
川

左
岸
を
ゆ
る
や
か
に
３０
分
ほ
ど
下
り
、

左
の
枝
沢
を
登
る
。

休
憩
の
後
時
間
を
か
け
て
下
降
を
楽

し
み
、
銀
山
平
に
て
昼
食
。
Ｙ
Ｈ
の
内

主にフランスはブルゴーニュのワインを中心に輸入しています。
こだわりの無名ドメーヌを発掘!! 今、ワイン界に新風を送っています。

S02の少ないピュアなおいしいワインを、毎年フランスに行き
ドメーヌから直接買いつけています。素晴らしいおいしさです。

ぜひお試しください。全国発送いたします。ホームページをご覧ください。
http://WWW口Winedou.co.ip/

トップコンテンツのマキノリポートは山とワインのリポートです。
メールマガジンもよろしく。

千葉県印施郡富里町日吉台5-10-7
・TEL:0476-93-2200
FAX:0476-93-7548

●日本ソムリエ協会関東支部ワインアド

バイザーコンクール入賞 ●フランス食

品振興協会 (ソペクサ)認定コンセイエ(小

売店のソムリエ)● ワイン総合研究所

公認名誉ワインマスター

牧野 菊生
(会 員8299番 )

マキノ酒店有限会社

ワインを直輸入しています
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山
所
長
が
山
菜
の
天
ぷ
ら
や
豚
汁
を
用

意
し
て
下
さ
り
、
幸
せ
な
気
分
で
あ
る
。

午
後
は
北
ノ
又
川
の
広
い
右
岸
を
さ
か

の
ぼ
る
。
ま
ば
ら
に
樹
林
が
展
開
す
る

気
持
の
よ
い
コ
ー
ス
を
２
時
間
弱
、
イ

ワ
ウ
チ
ワ
の
つ
ぼ
み
が
群
生
す
る
尾
根

ま
で
登

っ
て
引
き
返
し
た
。

１４
日
、
シ
ル
バ
ー
ト
ン
ネ
ル
終
点
、

奥
只
見
丸
山
ス
キ
ー
場
を
目
指
す
。
高

曇
り
の
空
の
下
、
リ
フ
ト
に
１
本
乗
り

ス
キ
ー
コ
ー
ス
に
沿
っ
て
樹
林
帯
を
登

る
こ
と
１
時
間
、
丸
山
頂
上
の
南
端
に

陣
取
り
昼
食
と
な
る
。
眼
下
に
は
奥
只

見
湖
、
西
に
は
昨
日
の
越
後
駒
ヶ
岳
、

南
方
に
は
隧
岳
や
平
ガ
岳
の
自
く
雄
大

な
広
が
り
に
見
飽
き
る
こ
と
は
な
い
。

午
後
は
問
題
の
下
り
。
皆
さ
ん
の
板

は
、
ク
ロ
カ
ン
、
テ
レ
マ
ー
ク
、
カ
ー

ビ
ン
グ
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
と
多
彩
で
腕
前

も
多
様
。
上
部
の
急
斜
面
を
優
雅
に
楽

し
む
人
、
早
々
に
つ
ぼ
足
で
下
る
人
な

ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
２
時
に
全
員
集

合
。
バ
ス
で
Ｙ
Ｈ
に
戻
り
、

２４
時
間
い

つ
で
も
入
れ
る
温
泉
で
汗
を
流
し
、
皆

さ
ん
よ
り
ひ
と
足
先
に
家
路
に
着
い
た
。

山
げ
ら
の
会
の
公
募
に
よ
る
今
年
の

ス
キ
ー
合
宿
も
、
総
勢
１７
名
の
参
加
を

得
て
、
巻
機

ｏ
銀
山
平

・
奥
只
見
周
辺

で
春
の
里
山
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。

（久
野
　
菊
子
）

&脳「edlc′″θ 07θ

腎臓病と山登り

濱口 欣―

「会社の健康診断で血尿、蛋白尿を指摘され

たのですが、山に行って も良いので しょう

か」こんな質問をしばしば受けることがあり

ます。かかりつけのお医者さんに相談したら、

と返答したところで、そのお医者さんが腎臓

専門医であるとは限らないし、仮に専門医で

あってもスポーツドクターであるとは限 りま

せん。スポーツをする人にやるなと言うのは

酷なことであり、その点、スポーツドクター

は障害度に合わせたポジティブな情報を提供

す ることがで きます。今回 「腎臓病 と山登

り」を考えてみましょう。

腎臓病の発見動機には、学校検診、職場検

診などの健康診断や、風邪に罹患した時に医

療機関を訪れ、偶然に尿所見異常 (血尿、蛋

白尿)を指摘されることなどがあります。こ

の所見には、軽少な疾患から重症な疾患まで

含まれているので、注意が必要です。

まず、内科腎臓専門医に相談し、正確な診

断をしてもらうことです。運動負荷が腎臓病

に及ぼす影響にはいくつかの報告があります

が、長期間の影響はまだ明らかにされていま

せん。軽症で非進行性と考えられる疾患では

厳しすぎる運動制限は良 くありません。身体

的にも心理的にも、健康を増進するために運

動を積極的に行った方が良い場合があります。

しかし、この場合には激しい運動負荷が腎疾

患を進行、悪化させることがないように十分

観察することが重要な条件になります。

腎臓病といってもその内容は多岐にわたり

ますが、ここでは日常しばしば遭遇するIgA

腎炎に関して述べます。運動負荷後の種々の

検査データは、その病理組織像によって非常

に異なることが明らかにされています。たと

えば、病理組織像が良 くない人は、運動負荷

後の検査データも良 くありません。一方、同

じような腎組織像を呈する患者群を、運動制

限群 と運動負荷群の2群に分けて検査をした

ところ、 1～ 1。 5年後に6人中腎臓機能が悪化

したのは、運動制限群で5人、運動負荷群で

は1人 という結果が得られ、日常生活におけ

る適度な運動は、決定的な腎障害進展因子に

はならない、という報告もみられます。むし

ろ体力が向上 し、IgA腎炎が改善されたとい

う報告さえなされています。

だからといって、自分勝手に判断すること

は厳に慎み、腎臓専門家に相談をしながら結

論を出すことを十分に認識するべきです。病

気の状態を十分に理解し、楽しい山登 りをし

たいものです。
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第
１８
回
宮
崎
支
部
総
会

国
際
山
岳
年
に
燃
ゆ
る

４
月
６
日
、
宮
崎
市
浄
土
江
町
の
宮

崎
市
中
央
公
民
館
大
会
議
室
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
第
１８
回
宮
崎
支
部
総
会
は

会
員
９５
人

（う
ち
委
任
状
４１
人
）
出
席

の
も
と
に
、
熱
気
あ
ふ
れ
る
総
会
と
な

り
、
予
定
時
間
を
オ
ー
バ
ー
す
る
盛
り

上
が
り
を
見
せ
た
。

開
会
に
先
立
ち
、
物
故
会
員
の
冥
福

を
祈

っ
て
黙
祷
を
さ
さ
げ
る
。
総
会
に

あ
た
り
、
大
谷
優
支
部
長
の
挨
拶
は
情

熱
の
ほ
と
ば
じ
る
も
の
と
な

っ
た
。
昨

年
度
、
支
部
活
動
の
成
果
は
、
総
務

・

山
行

・
集
会

・
自
然
保
護
各
委
員
会
の

献
身
的
な
努
力
と
、
会
員
の
メ
ン
バ
ー

シ
ッ
プ
の
発
揮
で
あ
る
。
今
、
ま
さ
に

日
本

一
に
燃
え
た
ぎ
る
Ｊ
Ａ
Ｃ
宮
崎
支

部
で
あ
る
と
自
負
し
て
止
ま
な
い
。
今

後
も
「継
続
は
力
な
り
」を
合
言
葉
に
、

熱
い
ハ
ー
ト
を
奏
で
な
が
ら
、
楽
し
く

啓
発
さ
れ
た
山
行
を
続
け
た
い
。

「山
は
海
の
恋
人
」
と
鎌
倉
時
代
の
初

期
に

「川
上
川
下
の
理
論
」
を
主
張
さ

れ
た
道
元
禅
師
の
含
蓄
あ
る
言
葉
に
思

い
を
い
た
し
、

２１
世
紀
に
生
き
る
も
の

と
し
て
、
こ
の
教
訓
を
実
践
目
標
と
し
、

２
０
０
２
年
の
国
際
山
岳
年
へ
の
取
組

を
、
さ
ら
に
２
０
０
５
年
宮
崎
支
部
創

立
２０
周
年
記
念
事
業
へ
と
発
展
さ
せ
た

い
と
、
支
部
長
の
力
強
い
宣
言
で
あ

っ

た
。総

会
で
は
、
平
成
１３
年
度
の
事
業
報

告
と
収
支
決
算
報
告
に
続
い
て
、
２
０

０
２
年
国
際
山
岳
年
に
対
応
す
る
１４
年

度
の
事
業
計
画

（毎
月
の
定
例
登
山
研

究
会

。
同
定
例
会

・
宮
崎
ウ
エ
ス
ト
ン

祭

・
新
日
本
山
岳
誌

ｏ
清
掃
登
山

・
水

源
の
森
育
林
事
業
な
ど
）
お
よ
び
、
予

算
案

（自
然
保
護
活
動

ｏ
支
部
運
営
積

立
金

ｏ
記
念
事
業
積
立
金

・
遭
難
対
策

費

・
み
や
ざ
き
百
山
調
査
費
な
ど
）
に

つ
い
て
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

続
い
て
、
平
成
１３
年
４
月
、
支
部
規

約
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
総
務
・山
行
。

集
会
お
よ
び
自
然
保
護
各
委
員
会
の
活

動
実
績
を
踏
ま
え
た

「宮
崎
支
部
内

規
」
の
全
面
改
正
を
行
い
、
２
０
０
５

年
の
宮
崎
支
部
創
立
２０
周
年
記
念
事
業

の
推
進
を
図
る
た
め
の
特
別
委
員
会
の

設
置
を
は
じ
め
、
会
員
の
退
会

・
休
止

お
よ
び
復
活
届
、
名
誉
支
部
会
員
の
取

扱
い
、
慶
弔
費
の
支
出
な
ど
に
つ
い
て

協
議
し
、原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

「特
別
講
話
」
で
は
、
大
西
雄
二
会
員

が

「宮
崎
県
の
中
高
年
の
自
殺
」
と
題

し
て
、
検
視
医
師
と
し
て
見
た
自
殺
の

原
因

・
背
景
な
ど
に
つ
い
て
統
計
か
ら

分
析
し
た
説
明
に
、
改
め
て
人
間
と
し

て
の
生
き
方
を
教
え
ら
れ
た
。

総
会
終
了
後
、
会
場
を
オ
リ
エ
ン
タ

ル
ホ
テ
ル
に
移
し
て
懇
親
晩
餐
会
が
行

わ
れ
た
。
１
年
間
の
定
例
山
行

・
水
源

の
森
育
林
作
業

・
全
国
支
部
懇
談
会
な

ど
の
活
動
状
況
が
ス
ラ
イ
ド
上
映
さ
れ

「あ
の
日
あ
の
時
」
の
感
動
を
新
た
に
し

山
行
意
欲
を
燃
え
上
が
ら
せ
た

一
日
で

あ
っ
た
。　
　
　
　
　
（井
野
元
　
繁
）

平
成
１４
年
度
定
期
総
会
報
告

秋
田
支
部
の
平
成
１４
年
度
定
期
総
会

が
、
４
月
２０
日
１７
時
３０
分
か
ら
、
市
郊

外
の
温
泉
地
、
霊
峰
大
平
山
の
麓
に
近

い

「貝
の
沢
温
泉
」
で
開
催
さ
れ
た
。

温
泉
地
で
の
総
会
開
催
は
十
数
年
ぶ
り

と
思
わ
れ
る
。

出
席
会
員
の
半
数
は
ひ
と
風
呂
浴
び

た
、
ま
さ
に
湯
あ
が
り
の
顔
。
気
持
は

既
に
懇
親
会
場
だ
が
、
そ
こ
を
ぐ
っ
と

我
慢
の
総
会
会
場
。
会
員
総
数
７２
名
、

出
席
会
員
２５
名
、
委
任
状
２７
、
参
加
率

は
７２
ｒ
、
昨
年
に
比
べ
２
ポ
イ
ン
ト
減

で
あ
る
。

支
部
長
挨
拶
の
あ
と
直
ち
に
議
事
に

入
り
、
昨
年
度
の
事
業
報
告
で
は
、
支

部
の
自
慢
で
き
る
事
業
の
ひ
と
つ
と
な

っ
た
韓
国
と
の
交
流
親
善
登
山
の
成
功

と
、
新
し
い
ル
ー
ト
が
開
か
れ
た
県
内

の
名
峰
の
ひ
と
つ

「大
仏
岳
」
山
行
成
　
鉤

功
が
話
題
を
集
め
た
。
　
　
　
　
　
　
　
ｕ

支
部
会
報
も
４
回
発
行
し
、
通
算
５１

号
と
な

っ
た
。
決
算
報
告
や
監
査
報
告

が
承
認
さ
れ
た
あ
と
、
平
成
１４
年
度
の

事
業
計
画
案
が
提
案
さ
れ
、
韓
国
や
台

湾
の
岳
人
た
ち
と
の
交
流
登
山
の
継
続
、

北
海
道

・
東
北
支
部
の
集
会
、
全
国
支

部
懇
談
会
、
全
国
自
然
保
護
集
会
、
本

会
主
催
の
諸
会
議
へ
の
参
加
と
、
会
報

の
３
回
発
行
な
ど
が
、
予
算
案
と
と
も

に
全
員

一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

温
泉
地
で
の
の
ん
び
り
総
会
な
が
ら

短
い
時
間
に
建
設
的
な
議
論
が
飛
び
交

い
、
内
容
の
濃
い
総
会
に
な

っ
た
こ
と

は
喜
ば
し
い
。
　
　
　
（鈴
木
　
要
三
）

JAC
支部だより

全国各地の支部から、独自の活動状況を
リポー トします。

秋
田
支
部

宮
崎
支
部
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お弁当つくつて
二人でノースコルヘ

江本 嘉伸

「最
高
齢
」
「七
大
陸
最
年
少
」
な
ど
、
何

か
と
年
齢
に
つ
い
て
の
話
題
が
多
か
っ
た

今
年
の
エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
だ
が
、
こ
こ
で
は

「カ
ッ
プ
ル
」
の
話
。

エ
リ
ッ
ク

・
サ
イ
モ
ン
ソ
ン
率
い
る
国

際
公
募
隊
で
、
ア
メ
リ
カ
の
フ
イ
ル
（５１
）

ス
ー
ザ
ン
（４６
）
・
エ
ル
シ
ャ
ー
夫
妻
が
５

月
１６
日
、
サ
ウ
ス
コ
ル

・
ル
ー
ト
か
ら

エ

ヴ

エ
レ
ス
ト
に
登
頂
、
お
そ
ら
く
世
界
で

は
じ
め
て

「す
べ
て

一
緒
に
登

っ
た
夫
婦

セ
ブ
ン

・
サ
ミ
ッ
タ
ー
」
に
な

っ
た
、
と

「国
く
の
「
①
∽
一Ｚ
①
要
∽
・〇
〇
ヨ
」
は
、
伝
一え
た
。

エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
の
カ
ッ
プ
ル
と
い
え
ば

一
年
前
、
登
頂
後
パ
ラ
パ
ン
ト
飛
行
し
た

フ
ラ
ン
ス
の
ベ
ル
ト
ラ
ン
夫
妻
が
記
憶
に

新
し
い
が

「夫
婦
登
頂
」
と
い
う
こ
と
で

話
題
に
な

っ
た
最
初
の
２
人
は
ド
イ
ツ
の

シ
ュ
マ
ッ
ツ
夫
妻
だ
ろ
う
。
１
９
７
９
年

秋
、
２
人
は
サ
ウ
ス
コ
ル
か
ら
登
頂
し
た

が
、
妻

ハ
ン
ネ

ロ
ー
ネ

（３９
）
は
、
女
性
第

四
登
を
な
し
と
げ
な
が
ら
下
山
途
中
、
滑

落
遭
難
、
帰
ら
ぬ
人
と
な

っ
た
。

日
本
で
は
、
エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
山
頂
に
夫

婦
で
ア
タ
ッ
ク
し
た
ケ
ー
ス
は
な
い
が
、

５
月
、
ノ
ー
ス
コ
ル
を
目
指
し
て
見
事
目

的
を
達
成
し
た
カ
ッ
プ
ル
が
い
る
。

「５
月
２６
日
、
ふ
た
り
そ
ろ
っ
て
ノ
ー
ス

コ
ル
ヘ
到
達
し
ま
し
た
。
ガ
ス
で
景
色
は

ほ
と
ん
ど
見
え
な
か
っ
た
け
ど
、
こ
の
１０

ヵ
月
を
振
り
か
え

っ
て
涙
が
あ
ふ
れ
ま
し

た
。
行
け
て
、
ほ
ん
と
に
よ
か
っ
た
で
す
」

そ
う
話
す
の
は
、
川
崎
市
に
住
む
斎
藤

豊
（３０
）
・真
理
（２９
）
夫
妻
。
き

っ
か
け
は

弁
当
だ

っ
た
。

昨
年
７
月
、
松
本
市
で

「
エ
コ
ア
ル
プ

ス

ｏ
イ
ン
松
本
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
開

か
れ
た
。
世
界
的
な
登
山
家
、
冒
険
家
と

日
本
の
若
者
が

一
堂
に
会
し
て
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
き
、
美
ヶ
原
、
槍
ヶ
岳
に
登
る
と

い
う
内
容
で
、
そ
の
際

「
エ
コ
弁
当

コ
ン

ク
ー
ル
」
が
企
画
さ
れ
た
。
山
で
食
べ
る

弁
当
を

エ
コ
ロ
ジ
ー
思
想
を
盛
り
込
ん
で

つ
く

っ
て
き
て
も
ら
う
、
と
い
う
ユ
ニ
ー

ク
な
試
み
で
、
力
作
ぞ
ろ
い
の
弁
当
の
中

で
見
事

「最
優
秀
」
に
選
ば
れ
た
の
が
斎

藤
夫
妻
の
「セ
ブ
ン

ｏ
サ
ミ
ッ
ツ
弁
当
」
だ

っ
た
。

お
か
ず
で
世
界
地
図
を
か
た
ど
り
、
７

つ
の
お
に
ぎ
り
で
大
陸
最
高
峰
を
表
現
す

る
と
い
う
意
欲
的
な
作
品
で
味
も
素
晴
ら

し
か
っ
た

（筆
者
も
実
は
試
し
た
）
。
で
、

そ
の

一
等
の
賞
品
が
な
ん
と

「ノ
ー
ス
コ

ル
割
引
到
達
資
格
」
と
い
う
た
ま
げ
る
内

容
だ

っ
た
の
だ
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
招
か
れ
た
ひ
と
り
に
、

公
募
登
山
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
知
ら
れ
る

ラ
ッ
セ
ル

・
ブ
ラ
イ
ス
が
お
り
、
弁
当

コ

ン
ク
ー
ル
の
審
査
員
と
も
な

っ
た
彼
か
ら

特
別
賞
品
と
し
て
提
供
さ
れ
た
の
だ

っ
た
。

通
常
、
ノ
ー
ス
コ
ル
だ
け
の
登
山
は
許
可

さ
れ
な
い
が
、
最
近
に
な

っ
て
、
特
例
と

し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

ブ
ラ
イ
ス
隊
で
は

「ひ
と
り
５
０
０
０
ド

ル
」
だ

っ
た
が
、
そ
れ
を

「３
０
０
０
ド

ル
で
い
い
」
と
い
う
の
が
賞
品
だ

っ
た
の

で
あ
る
。
無
料
と
い
う
の
で
は
な
い
し
、

普
通
は
す
ぐ
に
は
飛
び
つ
き
に
く
い
。
が
、

決
断
は
早
か
っ
た
。

「ふ
た
り
で
行
き
ま
す
」

夫
は
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
技
師
と
し
て
、

妻
は
シ
ス
テ
ム

・
エ
ン
ジ

ニ
ア
と
し
て
多

忙
な
日
々
を
送
る
斎
藤
夫
妻
に
と

っ
て
、

難
問
は
、
７
０
０
０
厨
の
高
さ
に
ど
う
順

応
で
き
る
か
、
そ
し
て
何
よ
り
も
会
社
が

休
暇
を
認
め
て
く
れ
る
か
、
だ

っ
た
。
会

社
を
ど
う
説
得
す
る
か
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

が
う
ま
く
で
き
な
い
な
ど
悩
み
の
日
々
を

ふ
た
り
は
メ
ー
ル

・
マ
ガ
ジ
ン

「Ｚ
Ｏ
「多

Ｏ
ｏ
一
へ
の
道
」
に
書
き
綴

っ
て
い
る
。
し

か
し
、
期
日
ぎ
り
ぎ
り
に
４
週
間
の
体
暇

が
許
可
さ
れ
、
勇
躍
く
５
月
上
旬
、
は
じ

め
て
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
ヘ
旅
立

っ
た
。

高
度
障
害
と
戦
い
な
が
ら
、
ふ
た
り
は

１７
日
、
無
事
チ

ョ
モ
ラ
ン
マ
の
ベ
ー
ス
入

り
し
た
。
そ
こ
で
昨
年
の
松
本
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
パ
ネ
リ
ス
ト
の
ひ
と
り
で
、
そ
れ
以

来
、
斎
藤
夫
妻
の

「山
の
師
匠
」
と
な

っ

て
く
れ
て
い
る
東
大
生
山
田
淳
（２３
）
の

「登
頂
」
の
報
を
知
る
。
山
田
は
ラ
ッ
セ

ル

・
ブ
ラ
イ
ス
の
隊
で
８
３
０
０
日川
の
テ

ン
ト
か
ら

「こ
の
日
の
登
頂

一
番
乗
り
」

と
な
る
ス
ピ
ー
ド
で
登
り
き
り
「七
大
陸

最
高
峰
最
年
少
登
頂
を
達
成
」
し
た
の
だ
。

山
田
の
下
山
後
、
斎
藤
夫
妻
の
戦
い
が

始
ま

っ
た
。
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に
３
泊
、

中
間
キ
ヤ
ン
プ
に
１
泊
、
前
進
ベ
ー
ス
に

４
泊
。
「急
な
雪
壁
は
ノ
ー
ス
コ
ル
直
下

だ
け
と
思

っ
て
た
の
に
、
あ
ち
こ
ち
に
出

て
き
て
バ
テ
ま
し
た
」
と
真
理
。
し
ん
ど

か
っ
た
が
、
実
り
あ
る
ノ
ー
ス
コ
ル
だ

っ

た
。
エ
コ
弁
当
を
実
質
ひ
と
り
で
つ
く

っ

た
豊
は
、
人
生
に
も
大
き
な
味
付
け
を
し

た
。
真
理
は
、
年
末
か
ら
海
外
青
年
協
力

隊
員
と
し
て
ネ
パ
ー
ル
の
ポ
カ
ラ
に
赴
任

す
る
予
定
だ
。

最
後
に
訂
正
。
前
月
号
で
三
浦
雄

一
郎

氏
の
父
敬
三
さ
ん
を

「９６
歳
の
現
役
」
と

し
ま
し
た
が

「９８
歳
の
現
役
」
の
間
違
い
。

ふ
―
む
、

９８
歳
。

ついに立ったノースコル 斎藤豊・真理夫妻 (2002.5。 26)
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東

西
南

北

イラスト・宇都本慎一

会
員
の
皆
様
の
ご
意
見
、
エ
ッ
セ
イ
、

俳
句
、
短
歌
、
詩
な
ど
を
掲
載
す
る

ペ
ー
ジ
で
す
。
ど
し
ど
し
ご
投
稿
く

だ
さ
い
。
（紙
面
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、　
一
点
に
つ
き

一
〇
〇
〇
字
程

度
で
お
願
い
し
ま
す
）

『ス
ウ
ィ
ス
日
記
』
の

エ
ツ
シ
ネ
ン
湖
周
辺岡

澤
　
祐
吉

昨
年
Ｈ
月
、
本
会
名
誉
会
員
の
Ｓ

・

ブ
ラ
ヴ
ァ
ン
ト
と
、
ス
イ
ス
を
代
表
す

る
名
誉
ガ
イ
ド
の
ヘ
ル
マ
ン

・
シ
ュ
ト

イ
リ
の
墓
参
り
を
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト

の
教
会
墓
地
で
す
ま
せ
た
。
ど
ち
ら
も

第
二
次
大
戦
前
に
日
本
人
登
山
客
を
ガ

イ
ド
し
た
人
た
ち
で
あ
る
。

こ
の
同
じ
月
、
た
ま
た
ま
私
が
ス
イ

ス
山
岳
会
２５
周
年
会
員
章
を
も
ら
い
に

寄

つ
た
セ
ク
シ
ョ
ン
の
総
会
で
、
セ
ク

シ
ョ
ン
が
管
理
を
担
当
し
て
い
る
山
小

屋
、
フ
リ
ュ
ン
デ
ン
ヒ
ュ
ッ
テ
の
管
理

人
で
山
岳
救
助
に
貢
献
し
３０
年
に
な
る

フ
リ
ッ
ツ

・
ロ
ー
ン
タ
ン

（山
岳
ガ
イ

ド
で
エ
ア
ハ
ル
ト

・
ロ
ー
ン
タ
ン
の
兄

弟
）
の
表
彰
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
フ
リ

ッ
ツ
が
話
し
て
い
た
こ
と
を
少
し
お
知

ら
せ
し
た
い
。

辻
村
伊
助
が

『ス
ウ
ィ
ス
日
記
』
で

何
力
所
か
に
書
い
て
い
る
エ
ッ
シ
ネ
ン

湖
を
訪
ね
る
日
本
人
が
こ
の
と
こ
ろ

年
々
増
加
し
、
近
ご
ろ
で
は
彼
が
管
理

し
て
い
る
山
小
屋
ま
で
登

っ
て
く
る
者

が
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
■
を
訪
ね
る
日
本

人
観
光
客
の
多
さ
は
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
な

ど
他
の
場
所
と
比
較
で
き
な
い
ほ
ど
多

い
と
、
今
回
会

っ
た
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル

ト
観
光
局
の
人
か
ら
聞
い
た
が
、
エ
ッ

シ
ネ
ン
湖
へ
の
出
発
地
と
な
る
カ
ン
デ

ル
シ
ュ
テ
ー
ク
に
も
そ
の
人
波
は
お
し

寄
せ
つ
つ
あ
る
と
い
う
。
第
二
次
大
戦

後
、
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト
が
ア
イ
ガ
ー

北
壁
を
ね
ら
う
日
本
人
で
に
ぎ
わ

っ
た

こ
ろ
、
槙
さ
ん
と
山
行
を
と
も
に
し
た

エ
ミ
ー
ル

ｏ
シ
ュ
ト
イ
リ
は
誰
に
で
も

「槙
と
友
達
か
」
と
聞
き

「そ
う
だ
」
と

答
え
る
と
、
そ
れ
以
上
詳
し
く
尋
ね
る

こ
と
も
な
く
槙
さ
ん
の
友
達
と
し
て
扱

っ
て
く
れ
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と
が
ど

の
よ
う
な
結
果
に
な

っ
た
の
か
は
わ
か

ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
私
に
対
す
る

サ
ム
エ
ル

・
ブ
ラ
ヴ
ァ
ン
ト
の
場
合
は

用
意
周
到
で
だ
い
ぶ
違

っ
て
い
た
よ
う

に
思
う
。

カ
ン
デ
ル
シ
ュ
テ
ー
ク
近
辺
の
山
関

係
者
は
ブ
ラ
ヴ
ァ
ン
ト
も

ユ
ー
コ
ー

・

マ
キ
の
こ
と
も
大
抵
知

っ
て
い
る
。
こ

の
地
域
に
足
を
伸
ば
す
諸
賢
に
は
日
本

人
で
あ
る
よ
り
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
者
で
あ
る

こ
と
で
相
手
に
親
近
感
と
安
堵
感
を
与

え
る
よ
う
に
、
と
ひ
そ
か
に
思
う
の
で

あ
る
。

悪
沢
岳
が
と
り
も
つ
縁
、

大
村
晃
平
の
子
孫
の
こ
と

平
野
　
武
利

昨
年
の
秋
、
女
性
の
声
で

一
本
の
電

話
を
い
た
だ
い
た
。
滝
澤
ま
す
み
さ
ん

と
い
う
、
私
が
写
真
集

『山
頂
に
て
』

（山
と
漢
谷
社
）
を
出
版
し
た
と
き
に
、

愛
読
者
カ
ー
ド
が
送
ら
れ
て
き
て
、
年

賀
状
も
交
わ
し
た
り
し
た
こ
と
の
あ
る

方
で
、
東
京
に
お
住
ま
い
で
あ
る
。

話
は
そ
の
本
の
中
で
サ
ン
シ
ヤ
イ
ン

６０
ビ
ル
の
屋
上
や
、
陣
馬
山
の
山
頂
か

ら
撮

っ
た
パ
ノ
ラ
マ
写
真
の
中
に
、
真

白
く
写

っ
て
い
る
悪
沢
岳
の
こ
と
だ

っ

た
。
彼
女
は
こ
の
写
真
集
で
故
郷
、
山

梨
県
早
川
町
の
下
湯
島
の
真
西
に
位
置

す
る
そ
の
山
の
名
を
、
親
し
み
を
持

っ

て
記
憶
し
た
と
言

っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
最
近

『週
刊

ｏ
日
本
百
名

山
』

（朝
日
新
聞
社
）
悪
沢
岳

の
ペ
ー

ジ
を
め
く

っ
て
い
る
と
、
引
用
さ
れ
て

い
る
深
田
久
弥
氏
の
文
章
の
中
に
、
な

ん
と
大
村
晃
平
と
い
う
彼
女
の
ご
先
祖

様
の
名
が
出
て
き
て
、
思
わ
ず
身
体
の

の旅
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中
を
電
流
が
走

っ
た
と
い
う
。
つ
ま
り

彼
女
の
祖
父
の
ま
た
祖
父
が
大
村
晃
平

な
の
で
あ
る
。
こ
の
甲
州
の

一
猟
師
が

さ
り
げ
な
く
言

っ
た
悪
沢
岳
と
い
う
名

が
荻
野
音
松
に
よ

っ
て
紹
介
さ
れ
、
や

が
て
確
定
的
な
も
の
に
な

っ
た
。
そ
の

経
緯
に
つ
い
て
は

『山
岳
』
２
０
０
１

年
に
再
録
さ
れ
た
荻
野
音
松
と
小
島
烏

水
の
文
章
を
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

さ
て
実
は
ま
す
み
さ
ん
の
祖
父
孝
司

さ
ん
は
平
成
７
年
に
８５
歳
で
亡
く
な

っ

た
。
そ
の
七
回
忌
を
や
る
の
で
実
家
か

ら
写
真
を
借
り
て
き
た
り
し
て
準
備
し

て
い
た
矢
先
に
こ
の
文
章
に
あ

っ
て
び

っ
く
り
仰
天
、
こ
の
こ
と
を
調
べ
よ
う

と
私
に
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
の
で
あ

る
。
孝
司
さ
ん
の
父
が
富
基
。
そ
の
父

つ
ま
り
法
要
を
す
る
孝
司
さ
ん
の
祖
父

が
晃
平
さ
ん
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
今
回

の
こ
と
に
つ
い
て
、
ま
す
み
さ
ん
は
次

の
よ
う
な
文
章

（要
約
）
を
寄
せ
て
い

る
の
で
、
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

「『日
本
百
名
山
』
を
読
ん
で
か
ら
半

年
後
、
山
岳
会
の
お
か
げ
で
私
は
よ
う

や
く
荻
野
氏
の
紀
行
文
に
辿
り
つ
く
こ

と
が
で
き
た
。

こ
の
紀
行
文
は
実
に
詳
細
に
書
か
れ

て
い
て
面
白
い
。
見
た
ま
ま
、
感
じ
た

ま
ま
が
率
直
に
、
時
に
ユ
ー
モ
ア
も
交

え
な
が
ら
書
か
れ
て
い
る
。
晃
平
お
じ

い
さ
ん
と
荻
野
氏
の
二
人
の
間
に
信
頼

関
係
が
築
か
れ
て
い
っ
た
だ
ろ
う
こ
と

や
、
荻
野
氏
の
優
し
さ
が
行
間
に
感
じ

ら
れ
て
私
は
と
て
も
う
れ
し
く
思
っ
た
。

偶
然
に
も

『山
岳
』
最
新
号
に
、
荻

野
音
松
氏
の

『駿
州
田
代
山
奥
横
断

記
』
が
掲
載
さ
れ
た
と
平
野
氏
よ
り
知

ら
せ
を
受
け
た
。
そ
し
て
そ
れ
が
縁
で

編
集
を
さ
れ
た
南
川
金

一
さ
ん
に
お
会

い
す
る
機
会
を
得
、
我
が
家
に
あ
っ
た

古
い
写
真
が
紀
行
文
を
書
い
た
人
物
で

あ
る
か
否
か
、
検
証
し
て
も
ら
っ
た
。

結
果
は
荻
野
氏
で
も
小
島
氏
で
も
な
か

っ
た
が
、
ほ
か
に
も
ご
先
祖
様
の
名
前

の
記
述
が
あ
る
資
料
を
教
え
て
い
た
だ

い
た
り
、
荻
野
氏
の
写
真
に
も
出
会

っ

て
私
と
し
て
は
十
分
満
足
だ
っ
た
。

私
が
今
こ
う
し
て
、
ご
先
祖
様
の
こ

と
が
書
か
れ
た
古
い
記
録
を
読
む
こ
と

が
で
き
る
の
も
山
岳
会
の
存
在
が
あ
れ

ば
こ
そ
、
で
あ
る
。
そ
の
創
始
者
の
ひ

と
り
で
も
あ
る
小
島
烏
水
氏
の
紀
行
文

と
の
出
会
い
も
ま
た
、
私
に
と
っ
て
新

し
い
宝
物
の
発
見
で
あ

っ
た
。

思
え
ば
こ
れ
も
不
思
議
な
縁
で
あ
る
。

も
し
、
平
野
氏
の
本
を
買
わ
ね
ば
悪
沢

岳
の
こ
と
も
知
ら
な
い
ま
ま
だ
っ
た
ろ

う
し
、
深
田
氏
の

『日
本
百
名
山
』
を

読
む
こ
と
も
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
深
田
氏
の
文
章
に

『田
代
山
奥
横

断
記
』
の
引
用
が
な
か

っ
た
ら
、
荻
野

音
松
氏
に
も
小
島
烏
水
氏
の
文
章
の
中

に
あ
る
曽
々
祖
父
に
巡
り
会
う
こ
と
も

な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
す
べ
て
の
連
鎖
が

ご
先
祖
様
の
啓
示
に
よ
る
も
の
の
よ
う

な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。

今
回
の
こ
と
で
は
山
岳
会
の
横
山
厚

夫
氏
が
す
ぐ
に
資
料
の
リ
ス
ト
を
送

っ

て
く
だ
さ

っ
た
り
、
篠
崎
仁
氏
や
、
図

書
室
の
田
村
さ
ん
に
も
多
く
の
ご
教
示

や
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

大村家のアルバムより 中央が晃平、左端が富基

地
球
の
命
の
滴

管
理
人
　
木
村
太
郎

・
弥
生

私
た
ち
が
山
研
の
管
理
人
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
、
早
い
も
の
で
５
シ
ー
ズ

ン
ロ
に
な
り
ま
す
。
憧
れ
の
上
高
地
で

の
生
活
は
、
都
会
生
活
で
は
味
わ
え
な

い
豊
か
さ
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。
自
然

の
豊
か
さ
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で

す
が
不
便
さ
ゆ
え
の
豊
か
さ
と
い
う
も

の
が
存
在
す
る
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。

食
糧
な
ど
の
生
活
必
需
品
の
買
い
出

し
と
い
う
と
私
た
ち
は
松
本
ま
で
下
り

る
の
で
す
が
、
往
復
１
０
０
キ
ロ強
と
い

う
道
の
り
は
買
い
忘
れ
が
あ

っ
た
と
し

て
も
フ
ラ
ッ
と
行
く
に
は
厳
し
い
距
離

で
す
。
買
い
忘
れ
た
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
、
唐

突
に
食
べ
た
く
な

っ
た
う
ど
ん
、
ピ
ザ

な
ど
、
自
分
た
ち
な
り
に
手
作
り
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
欲
し
い
も
の
が

何
で
も
す
ぐ
手
に
入

っ
た
都
会
生
活
で

は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
食

卓
に
苦
労
し
て
作

っ
た
チ
ー
ズ

（も
ど

き
）
が
並
ぶ
と
、
味
は
と
も
か
く
そ
の

愛
着
は
ひ
と
し
お
で
す
。
買
い
物
の
不

便
さ
が
私
た
ち
を
少
し
だ
け
成
長
さ
せ

て
く
れ
た
よ
う
で
す
。

ま
た
こ
こ
山
研
で
不
便
と
い
う
と
、

水
で
す
。
沢
水
を
１
０
０
で
生
活
用
水

と
し
て
取
り
入
れ
て
い
る
た
め
、
取
水

日
の
点
検
や
季
節
ご
と
の
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
、
手
の
か
か
る
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
で

す
。
そ
れ
で
も
気
持
を
注
い
で
管
理
し

て
い
る
水
の
味
は
日
本

一
だ
と
思
う
の

で
す
。
山
研
の
蛇
日
か
ら
出
て
く
る
水

を

「地
球
の
命
の
滴
」
だ
と
感
じ
ら
れ

る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
は
、
豊
か
な
経

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
お
陰
だ

と
思

っ
て
い
ま
す
。
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ご
先
祖
様
た
ち
も
山
を
通
し
て
人
と

の
出
会
い
を
し
、
そ
し
て
繋
が
り
、
そ

の
山
に
鍛
え
ら
れ
、
育
て
ら
れ
た
。

山
は
、
私
に
と
っ
て
も
か
け
が
え
の

な
い
存
在
で
あ
る
」

多
く
の
山
を
愛
す
る
人
た
ち
の
心
が

繋
が
っ
て
、
こ
こ
に
大
村
晃
平
の
姿
が

明
る
み
に
出
て
き
た
。
悪
沢
岳
の
名
を

呼
ぶ
た
び
に
き
っ
と
思
い
起
こ
す
で
あ

ろ
う
。
私
も
そ
の
小
さ
な
つ
な
が
り
の

ひ
と
役
を
果
た
し
得
た
こ
と
を
、
と
て

も
幸
せ
に
思
っ
て
い
る
。

登
山
と
呼
吸
（下
）千

葉
　
重
美

■
酸
素
の
功
罪

人
間
は
酸
素
無
く
し
て
は
生
き
て
い

け
な
い
。
酸
素
を
摂
取
す
る
た
め
に
呼

吸
運
動
を
し
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
呼

吸
運
動
が
行
わ
れ
な
く
な
る
こ
と
、
呼

吸
困
難
な
ど
は
人
間
の
生
命
を
閉
ざ
す

こ
と
に
な
る
。
酸
素
は
外
界
に
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
状
況
で
摂
取
さ
れ
る
か
が

非
常
に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
酸
欠
は

天
幕
内
の
み
な
ら
ず
、
高
所
登
山
で
起

こ
る
と
き
は
酸
素
ボ
ン
ベ
を
携
行
し
て

呼
吸
の
手
助
け
を
す
る
。
ま
た
昨
今
で

は
国
内
の
軽
登
山
に
も
１
円
ν
入
り
の
酸

素
を
持
参
し
て
呼
吸
の
手
助
け
を
す
る
。

こ
の
大
気
中
に
あ
る
酸
素
は
、
誰
も

が
自
由
に
無
限
に
吸
収
し
て
い
る
が
、

永
遠
に
そ
う
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
と

予
測
さ
れ
る
。
今
世
紀
の
半
ば
に
は
人

口
は
１
０
０
億
を
超
え
る
。
す
る
と
、

酸
素
は
こ
の
地
球
大
気
で
賄
え
る
だ
ろ

う
か
と
真
剣
に
訴
え
る
御
仁
も
出
て
き

て
い
る
。
よ
っ
て
地
球
大
気
の
消
費
に

制
限
を
加
え
た
り
、
そ
れ
を
科
学
的
に

測
定
し
制
限
さ
せ
て
い
る
。
呼
吸
で
は

酸
素
の
吸
入
に
お
け
る
量
的
な
課
題
で

あ
る
と
と
も
に
酸
素
と
て
全
て
が
同
質

の
も
の
だ
け
と
は
言
え
な
い
。

高
所
低
圧
下
で
は
酸
素
が
不
足
す
る

が
、
高
所
登
山
に
も
人
間
の
体
験
や
努

力
に
よ
り
無
酸
素
登
山
化
す
る
事
例
は

多
く
あ
る
。
だ
が
反
対
に
酸
素
濃
度
の

高
い
空
気
、
あ
る
い
は
酸
素
圧
の
高
い

空
気
、
放
射
線
に
晒
さ
れ
る
な
ど
の
ケ

ー
ス
で
は
、
活
性
酸
素

（別
称

・
酸
素

毒
）
に
悩
ま
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
過
ぎ
た
る
は
及
ば
ざ
る
が
ご

と
し
の
た
と
え
で
は
な
い
が
、
酸
素
の

功
罪
は
逃
れ
さ
れ
な
い
。

自
然
と
と
も
に
あ
る
水
も
、
今
日
自

然
水
と
し
て
市
販
さ
れ
る
も
の
と
の
品

質
差
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

地
球
規
模
的
な
排
出
炭
酸
ガ
ス
規
制
で

も
先
進
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
多

く
国
際
的
に
も
問
題
を
投
げ
か
け
て
い

る
こ
と
は
、

９２
地
球
サ
ミ
ッ
ト
、

９７
京

都
会
議
で
の
議
定
書
の
件
に
お
い
て
周

知
の
事
実
で
も
あ
る
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
高

峰
登
山
で
は
酸
素
が
必
需
品
で
あ
る
。

高
所
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
有
用
性
に
は

ま
だ
議
論
を
呼
ぶ
面
も
あ
る
。
し
か
し

マ
ラ
ソ
ン
選
手
の
有
森
裕
子
の
銀
メ
ダ

ル
、
高
橋
尚
子
の
金
メ
ダ
ル
も
と
も
に

全
て
高
所
訓
練
の
賜
物
と
は
言
い
が
た

い
面
も
あ
る
。
そ
の
成
果
は
立
証
さ
れ

て
い
る
も
の
の
研
究
検
討
に
は
ま
だ
多

く
の
余
地
を
残
し
て
い
る
。

■
登
山
者
こ
そ
地
球
社
会
貢
献
者

２１
世
紀
の
人
口
予
測
は
２
０
５
０
年

に
は
１
０
０
億
に
な
る
と
い
う
。
地
球

上
で
生
き
る
人
間
の
食
糧
が
ど
う
賄
わ

れ
る
だ
ろ
う
か
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費

量
が
増
大
す
る
こ
と
に
よ
る
地
球
規
模

で
の
危
機
感
が
増
大
す
る
こ
と
は
予
測

さ
れ
る
。

人
間
に
不
可
欠
な
空
気
、
そ
の
中
の

酸
素
は
は
た
し
て
全
人
類
に
充
足
す
る

の
だ
ろ
う
か
。
と
気
を
配
ら
ざ
る
を
得

な
い
。
人
間
が
生
き
て
い
く
た
め
の
酸

素
の
取
り
合
い
は
し
な
い
で
済
む
だ
ろ

う
か
、
と
安
閑
と
し
た
状
態
で
い
る
わ

け
に
も
い
か
な
い
。
酸
素
が
不
足
し
て

き
て
必
要
量
を
充
足
さ
せ
る
の
に
は
、
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瑕

靡

蒻

４
月
理
事
会

日
時
　
４
月
１０
日
ω
　
ｌ８
時
３０
分
～
２０

時
４０
分

場
所
　
日
本
山
岳
会
会
議
室

［出
席
者
］
大
塚
会
長
、
芳
賀
、
村
井

各
副
会
長
、
今
村
、
高
原
、
朴
元
、
藤

本
、
宮
下
、
松
原
、
鈴
木
、
黒
川
、
河

西
、
高
遠
、
中
村
、
鳥
居
、
小
川
各
理

事
、
内
田
、
古
市
各
監
事
、
宇
田
川
、

鯵
坂
各
常
任
評
議
員

［委
任
］
長
尾
副
会
長
、
西
村
、
坂
井
、

大
野
各
理
事
、
平
林
、
宮
崎
各
常
任
評

議
員◎

大
塚
会
長
よ
り
年
度
初
め
の
挨
拶
。

「私
の
任
期
も
あ
と
１
年
、
バ
ト
ン
タ

ッ
チ
を
ス
ム
ー
ス
に
し
た
い
。
当
会
の

活
動
は
山
登
り
が
基
本
、
そ
の
活
性
化

を
今
後
重
点
と
し
た
い
。
当
会
の
財
務

体
質
は
改
善
さ
れ
て
い
る
。
１
０
０
周

年
事
業
に
向
け
て
、
募
金
委
員
会
を
し

っ
か
り
や
る
こ
と
が
大
切
。
そ
の
他
の

委
員
会
に
も
、
そ
ろ
そ
ろ
人
を
張
り
付

か
せ
る
時
期
だ
。
理
事
会
の
皆
さ
ん
や

常
設
委
員
会
に
は
協
力
し
て
も
ら
い
た

い
。
私
は
週
１
回
ド
ア
ー
オ
ー
プ
ン
、

理
事
会
当
日
は
早
め
に
来
室
し
て
い
る

の
で
個
別
の
相
談
に
の
り
た
い
」

【審
議
事
項
】

１
　
平
成
１３
年
度
事
業
報
告

（案
）
に

つ
い
て
　
　
　
　
高
原

（西
村
代
行
）

別
添
資
料
に
よ
り
報
告
が
あ
っ
た
。

（承
認
）

２
　
平
成
１３
年
度
収
支
決
算
報
告
（案
）

に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
村
井
副
会
長

別
添
資
料
に
よ
り
報
告
が
あ

っ
た
。

（承
認
）

以
上
に
つ
き
古
市

ｏ
内
田
両
監
事
よ

り
、
４
月
５
日
の
監
査
結
果
に
つ
き

「何
れ
も
正
確
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い

る

（貸
金
庫
の
現
物
照
合
は
１５
日
に
予

定
し
て
い
る
）」
と
の
報
告
が
あ

っ
た
。

な
お
、
予
算
費
目
の
用
語
統

一
を
図
る

よ
う
に
と
の
指
摘
が
あ

っ
た
。

３
　
長
期
改
善
計
画
策
定
プ
ロ
ジ

エ
ク

ト
検
討
メ
ン
バ
ー
委
嘱
に
つ
い
て

高
原

（西
村
代
行
）

別
添
資
料
に
よ
り
標
記
メ
ン
バ
ー
候

補
者
案
が
提
案
さ
れ
た
。
主
な
内
容
は

次
の
と
お
り
。

●
目
的

現
在
、
平
成
１３
年
９
月
理
事
会
決
定

の
計
画
に
沿
っ
て
長
期
改
善
計
画
策
定

の
た
め
の
検
討
が
さ
れ
て
い
る
。
以
下

の
検
討
メ
ン
バ
ー
を
委
嘱
し
、
意
見
を

出
し
て
も
ら
い
、
そ
の
案
を
参
考
と
す

る
。

●
検
討
メ
ン
バ
ー
候
補
者

（敬
称
略

・

順
不
同
）

長
尾
悌
夫
、
小
倉
茂
暉
、
中
村
保
、
黒

川
恵
、
藤
本
慶
光
、
平
林
克
敏
、
田
邊

壽
、
尾
上
昇
、
吉
永
英
明
、
橋
本
清
、

川
田
哲
二
、
伊
丹
紹
泰
、
内
田
昌
子
、

真
仁
田
美
智
子
、
重
広
恒
夫
、
山
森
欣

一
、
江
本
嘉
伸
、
柳
沢
昭
夫
、
大
谷
亮
、

大
蔵
喜
福
、
谷
川
太
郎
、
宗
像
充

以
上
２２
名
。

な
お
、
メ
ン
バ
ー
は
流
動
的
に
考
え

て
お
り
、
会
合
は
２
組
に
分
か
れ
て
２
、

３
回
を
予
定
し
て
い
る
。
　

（承
認
）

【報
告
事
項
】

１
　
資
料
等
使
用
、
名
義
後
援
許
可
な

ど
の
願
い
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
高
原

以
下
の
依
頼
に
対
し
て
許
可
し
た
。

①
駐
日
ネ
パ
ー
ル
大
使
館
よ
り

「第
１

回
ネ
パ
ー
ル
写
真
展
―
心
の
故
郷
ネ
パ

ー
ル
と
自
銀
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
ー
」
（平
成

１４
年
１０
月
３
日
よ
り
１３
日
ま
で
新
宿
三

省
堂
文
化
会
館
に
て
開
催
）」
へ
の
名

義
後
援
。

②
読
売
新
聞
社
よ
り

「国
際
山
岳
年
記

念
～
山
の
ス
ケ
ッ
チ
賞
」
（平
成
１４
年
１２

月
中
旬
開
催
予
定
）
へ
の
名
義
後
援
。

（３
月
理
事
会
に
お
い
て
概
要
報
告
済
）

２
　
日
印
合
同
東
カ
ラ
コ
ル
ム
踏
査

。

パ
ド
マ
ナ
ブ
登
山
隊
に
つ
い
て

村
井
副
会
長

（坂
井
代
行
）

イ
ン
ド
政
府
よ
り
正
式
許
可
書
は
き

て
い
な
い
。
軍
の
許
可
は
出
た
が
内
務

省
の
許
可
待
ち
状
況
。

募
金
カ
ン
パ
は
許
可
が
下
り
次
第
案

内
発
送
予
定
。
出
発
ま
で
に
募
金
額
が

目
標
達
成
で
き
な
い
場
合
、
会
で
仮
払

い
の
処
置
を
と
る
。

３
　
日
中
国
交
３０
周
年
記
念
行
事
の
提

案
に
つ
い
て村

井
副
会
長

（坂
井
代
行
）

中
国
登
山
協
会
よ
り
標
記
提
案
と
し

て

「日
中
女
子
チ
ョ
ー

・
オ
ユ
ー
記
念

登
山
」
（両
国
隊
員
各
６
名
で
今
年
の
秋

を
予
定
）
が
あ

っ
た
。
現
在
、
登
山
費

用
、
隊
員
な
ど
検
討
中
。
案
が
ま
と
ま

れ
ば
理
事
会
に
提
案
し
た
い
。
な
お
、

%〕ざじLAS TREK
個人手配旅行から人気の トレックツアーや
エクスペディションのアレンジまで。充実

度が違 う「旅」のプランニングをこころがけ
ています。山旅などあらゆるジャンルを取

り扱っています。お気軽にご連絡ください。

彗嚢アトラストレック
(国 土交通大臣登録旅行業1167号 )

東京/〒 160‐∞08東京都新宿区三栄町23 TEL03-3341‐ 0030

大阪/〒 540‐∞12大阪市中央区谷町3-4-5中 央谷町ビル501号  TEL06‐6946-9111

名古屋/〒 4“-0807名 古屋区千穂区東山通り5-113オ ークラビル6F '■〕L052‐ 788… 2422
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図書 受 入報 告 (2002年4月 )

著 者      書   名                      ベージ 。大きさ 出版元    出版年 寄贈/購入別

片倉もとこ・他 (編)イ スラーム世界事典                  473pp/22cm 明石書店    2002  堀井昌子氏寄贈

安田成男 (編)   山脈越えて:札幌山岳会創立50周年記念誌        214pp/26cm 札幌山岳会   2002  発行者寄贈

木下寿男     山の軍曹カールを駆ける:中央アルプス遭難救助の50年   250pp/19cm 山と漢谷社   2002  出版社寄贈

山と漢谷社編集部(編)乗鞍 0御嶽・霧ガ峰 [ヤ マケイ・アルペンガイドNo.17]   295pp/19cm 山と漢谷社   2002  出版社寄贈

ウォーク=コ ーボレーション(編)花の百名山登山ガイド(上 )北海道・東北・北関東・上信越 他 191pp/21cm 山と漢谷社   2002  出版社寄贈

ウォーク・コーポレーション(編)花の百名山登山ガイド(下 )南関東・奥秩父 0日 本アルプス 他 191pp/21cm 山と漢谷社   2002  出版社寄贈

坂田恒衛     ユーラシア秘境の山旅 [ユ ーラシア・ブックレットNo。 30] 63pp/21cm 東洋書店    2002  ユーラスツアーズ寄贈

鈴木弘道     山の高さ[新版]                   391pp/20cm 古今書院    2002  出版社寄贈

高橋信一     東北の避難小屋144 完全ガイド            14pp/21cm 随想舎     2002  著者寄贈

長崎北稜会 (編)  シャーズ峰6050m:長崎北稜会ヒンドゥークシュ登山隊1993 234pp/30cm 長崎北稜会   1994  発行者寄贈

JAC青年部 (編)  きりぎりす(No.6)                  62pp/26cm JAC青 年部   2002  発行者寄贈

田淵洋 (編著)   自然環境の生い立ち[第 3版]:第4紀 と現在        206pp/21cm 朝倉書店    2002  出版社寄贈

一原有徳     あの山かの友 :心に残る山と人との追想録        206pp/21cm 著漢堂     2002  出版社寄贈

紫蘭会 (編)    タスマニア原生国立公園とブルーマウンテンズ0ト レッキング2002 44pp/26cm 紫蘭会     2002  発行者寄贈

水越武      天然の蘭:The Natural World of the Orchid       193pp/23cm 小学館     2002  出版社寄贈

Stellrecht(ed。 )  Culture Area Karakorum Scientlc Studies(Vol.1)    647pp/24cm Rudiger Koppe Verlag 1998  Mr.Heichel寄 贈

Stellrecht(ed。 )   Culture Area Karakorum Scient五 c Studies(Vol.2)    240pp/24cm Rudiger Koppe Verlag 1997  Mr.Heichel寄 贈

Stenrecht et al(eds。)Culture Area Karakorum Scient五 c Studies(Vol.3)    509pp/24cnl Rudiger Koppe Verlag 1997  Mr.Heichel寄 贈

Stenrecht(ed。 )   Culture Area Karakorum Scientific Studies(Vol.4)    1286pp/24cnl  Rudiger Koppe Verlag 1998  Mr.Heichel寄 贈

Stellrecht et aL(eds。 )Culture Area Karakorum Scientific Studies(Vol.5)     429pp/24cΠ l  Rudiger Koppe Verlag 1998  Mr,Heichel寄 贈

A.Dittmann(ed。 )  Culture Area Karakorum Scientific Studies(Vol.6)     270pp/24cln  Rudiger Koppe Verlag 2000  Mr.Heichel寄 贈

M[。SOkeた ld(ed。 )  Culture Area Karakorum Scientific Studies(Vol.8)     383pp/24cm  Rudiger Koppe Verlag 1997  Mr.Heichel寄 贈

S.Lentz〈縫d。)    Culture Area Karakorum Scientific Studies(Vol.9)     443pp/24cΠ I  Rudiger Koppe Verlag 2000  Mr.Heichel寄 贈

DAV(ed。 )      Goppinger Himalaya― Karakoruln― Expedition 1976      32pp/20cln  Deutschen Alpenverein 2000  Mr.Heichel寄 贈

山行記録集のほか、紀行。随筆・歌集。句集。詩集。写真集。記念誌などを、
お望みの形や様式でつくることができます。まずは、お気軽にご相談ください。

霧1詳しい資料をお送りします。お問い合わせ。お申し込みは一  編集プロダクション (竹内康之 会員No 10020

TeL075・ 212・ 1320 Fax.075・ 212・ 1321

E・mal work@skyblue.ocn.neJp

坂
井
高
所
研
究
委
員
会
担
当
理
事
が
留

守
に
な
る
の
で
、
担
当
と
し
て
松
原
、

朴
元
両
理
事
を
予
定
し
て
い
る
。

４
　
各
委
員
会
報
告

①
総
務
委
員
会
　
　
　
　
　
　
　
高
原

支
部
長
会
議
を
５
月
１８
日
１０
時
よ
り

ま
た
前
夜
１９
時
よ
り
支
部
長
懇
談
会
を

予
定
。
多
く
の
参
加
を
募
る
。

②
財
務
委
員
会
　
　
　
　
村
井
副
会
長

●
平
成
１４
年
３
月
３１
日
現
在
の
会
員

数
は
５
９
９
２
名
。
昨
年
比
２
名
増
。

●
ペ
イ
オ
フ
対
策
と
し
て
４
月
６
日

開
催
し
た
財
務
委
員
会
の
報
告

（平
成

１４
年
３
月
末
現
在
の
現
預
金
、
特
定
預

金
状
況
）
が
別
添
資
料
に
よ
り
あ

っ
た
。

③
会
報
編
集
委
員
会
　
　
　
　
　
今
村

４
月
号
巻
頭
は
、
平
成
１３
年
度
海
外

登
山
基
金
助
成
対
象
の
３
隊

（日
本
大

学

・
サ
ン
ル
ン
峰
、
同
志
社
大
学

・
ロ

ン
ラ
イ

ｏ
カ
ン
リ
、
Ｊ
Ａ
Ｃ

ｏ
東
カ
ラ

コ
ル
ム

・
パ
ド
マ
ナ
ム
）
の
紹
介
。

④
高
所
登
山
研
究
委
員
会

村
井
副
会
長

（坂
井
代
行
）

宮
森
常
雄
氏
の
講
演
会

「カ
ラ
コ
ル

ム

・
ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ
ュ
」
を
４
月
２２
日

０
１９
時
よ
り
当
会
集
会
室
に
て
開
催
予

定
。

⑤
山
研
委
員
会
　
　
　
　
　
　
小
川

上
高
地
旅
館
組
合
お
よ
び
環
境
省
よ

り
、
山
研
管
理
人

ｏ
本
村
太
郎
氏
へ
の

イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
お
よ
び
ガ
イ
ド
ウ

オ
ー
ク
の
依
頼
に
つ
い
て
、
山
研
委
員

会
は
前
向
き
に
捉
え

（平
成
１３
年
１０
月

理
事
会
で
報
告
）
、
来
年
度
よ
り
試
験

的
に
取
り
組
み
た
い
。

以
上
の
報
告
に
対
し
、主
体
は
誰
か
、

２
０
０
０
円
／
人
の
参
加
費
の
扱
い
を

ど
う
す
る
か
な
ど
検
討
し
、
う
ま
い
方

向
で
進
め
て
も
ら
い
た
い
と
の
意
見
が

あ

っ
た
。

５
　
そ
の
他

当
会
会
議
室
の
会
務
関
係
の
利
用
を

優
先
す
る
予
約
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
て

ほ
し
い
と
の
要
求
が
出
さ
れ
た
。
総
務

委
員
会
で
検
討
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

自分の想いな
しま

日Lユ_|

|イト」
巧p

LD| ヽ
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イラスト・宇都木慎一

◆
第
１９
回
全
国
支
部
懇
談
会

広
島
支
部

設
立
５
年
の
若
い
支
部
で
す
が
、
楽

し
い
会
に
な
る
よ
う
力
を
合
わ
せ
て
準

備
を
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
９
月
２１
日
０
～
２２
日
０

第
１
日
　
会
場
　
宮
島
ホ
テ
ル
ま
こ
と

受
付
１３
時
３０
分
　
懇
談
会
１５
時

親
睦
会
１８
時

第
２
日
　
登
山
　
宮
島
駒
ケ
林

（５
０

９
肝
）
大
元
公
園

観
光
　
厳
島
神
社
、
大
鳥
居
、

宝
物
館
、
千
畳
閣
ほ
か

費
用
　
１
万
８
千
円

（翌
日
オ
プ
シ
ョ

ン
三
倉
山
登
山
は
実
費
別
途
）

申
込
　
７
月
３１
日
ま
で
に
ハ
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
会
員
番
号
、

電
話
番
号
、
支
部
名
、
参
加

コ

ー
ス
を
明
記
し
吉
村
千
春
宛

（〒
７
３
０

‐
０
８
０
６
広
島

市
中
区
西
十
日
町
１

‥
１３
（ＴＥＬ

０
８
２
‥
２
９
７
‥
４
０
４
０
）

＊
申
込
者
に
は
詳
細
を
送
付
し
ま
す
。

◆
気
象
講
座
　
　
　
　
　
科
学
委
員
会

恒
例
の
夏
山
前
の
気
象
講
座
。

日
時
　
７
月
４
日
囚
１８
時
３０
分
～
２０
時

会
場
　
日
本
山
岳
会
集
会
室

講
師
　
城
所
邦
夫
会
員

（元
日
本
気
象

協
会
）

問
合
せ
　
丸
山
修

一

（ＴＥＬ
０
３

‥
５
２

１
２

‐
７
０
３
５
　
ｅ
メ
ー
ル

バ
”
∞
”
バ
⊂
（∪
』。”
０
・〇
「
・』．り

◆
登
山
の
常
識

（第
１
回
）

「山
の
救
急

・
救
助
法
」
講
習
会

指
導
委
員
会

・
遭
難
対
策
委
員
会

万

一
事
故
に
遭

っ
て
も
、
基
本
的
な
救

急

ｏ
救
助
法
を
知

っ
て
い
れ
ば
安
心
。

日
時
　
７
月
２７
日
０
～
２８
日
０

費
用
　
１
万
５
千
円

（上
高
地
西
糸
屋

１
泊
２
食
代

・
保
険
料
）

第
１
日
　
山
の
救
急
法
、
手
当
て
の
基

本
、
外
傷
、
打
撲
、
捻
挫
、
骨

折
、
搬
送
法
な
ど
。

第
２
日
　
焼
岳
登
山
。

集
合
　
西
糸
屋
前
１３
時
。
現
地
解
散

講
師
　
恵
秀
彦
会
員

（日
赤
救
急
法
指

導
員
）

定
員
　
２０
名

申
込
　
７
月
１０
日
ま
で
に
ハ
ガ
キ
で
黒

川
恵

（〒
１
６
１
‥
０
０
３
１

新
宿
区
西
落
合
ｌ
‐
７
‥
１４
）

＊
申
込
者
に
は
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

◆
フ
ォ
ー
ラ
ム
Ｉ
Ｎ
安
曇
野

・
小
谷

自
然
保
護
委
員
会
後
援

「自
然
と
人
間
の
暮
ら
し
を
考
え
る
フ

ォ
ー
ラ
ム
ー
Ｎ
」
主
催
。

日
程
　
８
月
２３
日
⑥
～
２５
日
ｍ

場
所
　
長
野
県
豊
科
町

・
小
谷
村
ほ
か

費
用
　
２
４
５
０
０
円

（東
京
か
ら
の

バ
ス
代
別
途
１
１
０
０
０
円
）

第
１
日
　
豊
科
町
田
淵
行
男
記
念
館
見

学
後
、
交
流
集
会

「フ
ォ
ー
ラ

ム
ｉｎ
安
曇
野
」

第
２
日
　
Ａ
常
念
岳
登
山
、
Ｂ
雨
飾
山

登
山
、
Ｃ
塩
の
道
を
歩
く
、
Ｄ

栂
池

ハ
イ
キ
ン
グ
。

第
３
日
　
Ａ
鎌
池

・
湯
峠

ハ
イ
ク
、
Ｂ

小
谷
村
公
民
館

「フ
ォ
ー
ラ
ム

ｉｎ
小
谷
」

申
込

・
問
合
せ
　
大
山
恭
司

（ＴＥＬ

・
Ⅲ

０

４

８

‥

６

８

３

‥

５

５

３

９

〒
３
３
０

‥
０
０
０
５
　
さ

い

た
ま
市
小
深
作
２
２
０

‐
８
）

＊
折
返
し
詳
細
を
お
送
り
し
ま
す
。

◆
奥
日
光

・
光
徳
懇
親
例
会

９５
同
期
会

学
習
院
光
徳
小
屋
に
て
懇
親
会
、
翌

日
は
自
根
山
登
山
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

日
程
　
７
月
１３
日
０
～
１４
日
国

集
合
　
現
地
に
１３
日
１７
時

費
用
　
７
０
０
０
円

日
本
山
岳
会
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
が

変
わ
り
ま
し
た

公
益
法
人
の
情
報
公
開
の
動
き
に

対
応
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（Ｈ
Ｐ
）

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
し
ま
し
た
。

山
岳
会
の
年
間
活
動
予
定
や
各
委

員
会
の
活
動
報
告
、
決
算
報
告
な
ど

を
Ｈ
Ｐ
上
に
公
開
し
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ま
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上

に

「ル
ー
ム
の
予
約
状
況
」
「図
書
室

の
蔵
書
紹
介
」
な
ど
の
掲
載
も
あ
り

ま
す
。

ま
た
各
委
員
会
、
支
部
、
同
好
会

で
Ｈ
Ｐ
を
構
築
し
て
い
る
と
こ
ろ
に

は
、
そ
の
内
容
更
新
を
各
会
の
担
当

者
に
お
任
せ
す
る
予
定
で
す
。

実
際
の
Ｈ
Ｐ
作
成

・
管
理
に
あ
た

り
、
次
の
よ
う
な
方
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

●
支
部
だ
よ
り
の
ペ
ー
ジ
を
作
成
す

る
支
部
の
方

●
Ｈ
Ｐ
の
デ
ザ
イ
ン
関
係
に
強
い
方

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
左
記
宛

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

」”
０
‥一乳
〇
◎
」”
９
０
Ｆ
Ｕ

三
上
博
民

（イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
小
委
員
会
）
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申
込
　
７
月
２
日
ま
で
に
氏
名
、
会
員

番
号
、
年
齢
、
連
絡
先
を
明
記

し
ハ
ガ
キ
か
フ
ア
ッ
ク
ス
で
阿

世
知
義
幸
宛

（〒
１
８
７

‥
０

０
０
４

小
平
市
天
神
町
２

‐

２
０
６
‥
１
‐
４
０
ｌ
ＴＥＬ
・Ⅲ

０
４
２
‥
３
４
４
‥
５
７
７
８
）

◆
奥
多
摩
キ
ャ
ン
プ
　
　
　
９６
同
期
会

希
望
に
よ
り
翌
日
は
山
行
も
。

日
時
　
８
月
２４
日
０
～
２５
日
０

場
所
　
奥
多
摩
氷
川
キ
ヤ
ン
プ
場

集
合
　
２４
日
１４
時
に
直
接
現
地
ロ
ッ
ジ

７
へ

（駐
車
場
あ
り
）

申
込
　
７
月
３１
日
ま
で
に
菅
原
紀
彦
宛

（〒
１
８
３

‥
０
０
３
２
　
府

中
市
本
宿
町
１
‐
３２

‥
１
サ
ン

ラ
イ
ズ
ヒ
ル
７
‥
３
０
３
　
ＴＥＬ

０

４

２

１

３

３

６

‥

０

０

４

１

つ
〇
ュ
◎
コ
〓
・①
」コ
①

，
コ
①
こ
り
）

■
会
員
異
動

物
故

加
藤
正
巳

（６
８
９
６
）

河
端
繁

（１
３
２
８
３
）

桑
原
良
敏

（８
２
１
７
）

西
英
二

（１
０
５
１
１
）

退
会

桑
木
綱

一

大
洞
陽

一

野
尻
　
卓

（５
７
９
７
）

（６
６
０
５
）

（９
６
０
７
） 02 01 01 01

2 12 11 9

174617

福
田
　
稔

　

（８
４
７
８
）
　

秋
田

森
田
靖
郎

　

（６
９
７
８
）

日
高
和
也

　

（９
６
９
０
）
　

宮
崎

橋
野
達
雄

　

（９
８
９
５
）
　

京
都

橋
本
喜
久

一

（１
０
１
３
７
）

京
都

伊
藤
幸
太
郎

（１
０
４
７
３
）
　

一示
都

田
宮
京
子

　

（１
０
７
１
９
）

平
山
　
寛

　

（１
０
７
６
９
）

山
田
益
弘

　

（１
１
１
６
７
）

福
井

妻
藤
昭
郎

　

（１
１
２
８
５
）
　

関
西

森
忠
賢
治

　

（１
１
５
６
７
）
　

福
井

児
玉
健
二
　

（１
１
５
８
２
）

宮
崎

西
山
正
子

　

（１
１
８
７
８
）

泉
　
隆
雄

　

（１
２
４
３
２
）

岐
阜

堀
内
輝
章

　

（１
２
８
９
９
）

広
島

改
名

増
田
孝
治

（１
２
８
３
１
）
増
田
晃
児

四
■
■
回
目

４
月

１

日

２

日

３

日

４

日

総
務
委
員
会

ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ
ツ
チ
ク
ラ
ブ

高
尾
の
森
づ
く
り
の
会
　
二
火

△ム長
期
改
善
計
画
策
定
プ

ロ
ジ

エ

ク
ト
　
山
岳
地
理
ク
ラ
ブ
　
山

の
自
然
学
研
究
会

青
年
部
　
ア
ル
パ
イ
ン
フ
オ
ト

ク
ラ
ブ
　
つ
く
も
会

５

日

８

日

９

日

１２

日

１７

日

１８

日
16 15
日 日

11 10
日 日

23 20 19
日 日 日

２４

日

２５

日

２６

日

財
務
委
員
会

ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

会
報
編
集
委
員
会

常
務
理
事
会
　
フ
イ
ル
ム
ビ
デ

オ
委
員
会
　
二
火
会
　
ア
ル
パ

イ
ン
ス
ケ
ツ
チ
ク
ラ
ブ

理
事
会
　
休
山
会
　
つ
く
も
会

図
書
委
員
会
　
山
の
自
然
学
研

究
会
　
会
報
編
集
委
員
会

高
所
委
員
会
　
高
尾
の
森
づ
く

り
の
会

資
料
委
員
会
　
集
会
委
員
会

総
務
委
員
会
　
フ
イ
ル
ム
ビ
デ

オ
委
員
会
　
９５
同
期
会
　
００
同

期
会

山
研
運
営
委
員
会
　
学
生
部

遭
難
対
策
委
員
会

青
年
部
　
科
学
委
員
会
　
９７
同

期
会
　
０１
同
期
会

学
生
部

評
議
員
会

自
然
保
護
委
員
会
　
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
小
委
員
会
　
フ
オ
ト
ビ

デ
オ
ク
ラ
ブ
　
９６
同
期
会

図
書
委
員
会

青
年
部
　
高
尾
の
森
づ
く
り
の

会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ

ブ
　
９８
同
期
会

高
尾
の
森
づ
く
り
の
会

４
月
来
訪
者
６７６
名

■
訂
正
　
５
月

（６
８
４
）
号
１７
ペ
ー

ジ
３
段
、
会
員
異
動
欄
の
退
会
者
山
崎

英
雄
氏
は
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て

訂
正
し
ま
す
。

¨
編
集
後
記
¨

●
今
年
の
プ
レ
モ
ン
ス
ー
ン
の
ヒ
マ
ラ

ヤ
登
山
も
活
気
あ
る
情
報
が
多
く
次
号

で
詳
し
く
お
伝
え
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

●
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
緊
張
状
態

の
中
で
、
東
カ
ラ
コ
ル
ム
の
パ
ド
マ
ナ

ブ
登
山
隊
が
気
に
な
り
ま
す
。
外
務
省

か
ら
退
避
勧
告
が
出
さ
れ
た
た
め
、
直

ち
に
現
地
と
連
絡
を
と
り
ま
し
た
が
、

イ
ン
ド
側
は

「現
地
は
安
全
。
登
山
を

続
行
す
る
」
と
の
こ
と
で
す
。
日
本
隊

だ
け
の
独
自
行
動
は
と
れ
な
い
旨
、
ニ

ュ
ー
デ
リ
ー
の
日
本
大
使
館
に
説
明
し

ま
し
た
。
隊
員
は
全
員
元
気
で
、
６
月

１４
日
に
は
Ｂ
Ｃ
建
設
、
６
月
末
に
登
頂

予
定
と
の
こ
と
で
す
。
（今
村
　
千
秋
）
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